
ll.rド コ カ レ 」 に よ う こ そ

～ プ ロ グ ラム の概 要 と選 び 方 ～

執筆 者:岡 村典子
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ここで は,「 ドコカ レ」 プ ログ ラムの概要,そ して受講者 の方か らどの よ うに してプ ログラ

ムを選んで いただ くか の二点 につ いてお伝 え します .

1.プ ログ ラム の 概 要

1)目 的

ドコカ レのプ ログラムは,子 育て な ど様 々な諸事情 に よ り第一線 か ら離 れてい る看護職 の

「学 び直 し」の場 を提供 し,再 び 臨床現場へ と戻 られ る よ う支援す ることを大 きな柱 としてい

ます.ま た,学 び直 しの観 点か ら,最 新 医療や制度 に関 して学びたいニーズを持ってお られ る

現役 の看護職 に も門戸 を開いて支援 してい きます.

2》特色

本 プ ログラムの特色 として,公 開講座 や公 開授業 で学ぶ従来型 の 「オー プン ・カ レッジ」に

加 え,受 講者 の方 々の学びの場 を限定せず,自 宅での受講 を可能 とす る遠 隔授 業や視聴覚教材

に よる自己学習を可能 とす るコンテ ンツを徐 々に充実 して い く予 定です.イ ンターネ ッ トを利

用 した遠 隔授 業を含 む 「バーチ ャル ・カ レッジ」では,受 講者 の方が見る ・聞 くだ けとい った

「受 け身」にな る一方通行の形式 ではな く,ネ ッ トコミュニケーシ ョンシステム を活用す るこ

とに よ りプ ログ ラム担 当者 か らの フ ィー ドバ ックを適宜受 けなが ら双 方向性 を重視 したイ ン

タ ラクテ ィブな学び を促進す るプログラムを 目指 します.ま た,イ ンター ネ ッ トを利用す るこ

とで,ネ ッ ト環境 さえあれば 自宅だ けでな く どこで も繰 り返 し学ぶ こ とができ,自 己のペー ス

で"や りたい ときに"学 習す るこ とができます.安 心 ・安全 な学びの場 とす るため,セ キ ュ リ

テ ィは もちろん,受 講者 の方の登録 ・管理(ア クセス記 録や レポー ト管理な と)を 保存維持 し

てい く学 習管理 システ ムを導入 いた します.

さらに,当 大学を学びの場 と して活用 していただ くの は もちろん のこ と,病 院施設 との提携

によ り実践現 場での技術習得 も予定 してい ます.

受講者 の これ までの経験や知識 ・技能力な ど背景の違 いを考慮 し,多 彩なニー ズに対応で き

る よ うに内容 を徐 々に揃 えてい く予定 です.ま た,受 講者 が 自分 自身のニー ズに合わせて 自由

にプ ログラム を計画で きるよ う準備 を進 めています.

3》内容

内容については,検 討 を進めてい る最 中ですので,こ こでは大まかな点をお伝 え して いきま

す.期 間 と しては,平 成20年8月 か ら平成21年8月 までの一年間を1期 と して予定 してい

ます,受 講者 は,看 護 師免許 を有 してい る方で,現 在未 就業で,近 い将来看護職 と して再就業

を考えてい る方,そ のほか看護 技術 といった技能面,あ るいは最 新医療や 医療 制度 といった知

識 面での不安 を持 ってお られ る方が対象です.

学習方法 として,当 大学 あるいは病院施設等 に赴 いて学習す る 「オープ ン ・カ レッジ」と自

宅で 自由に学習で きる 「バー チャル ・カ レッジ」の2つ を準備 してい ます.ま ず 「オープ ン ・

カ レッジ」では,当 大学看護研 究交流セ ンター との共 同開催に よる公開講座への出席,大 学の

授 業聴 講,大 学 図書館や情報処 理室,実 習室な どの施設利用,病 院施設 での実習等 を計画 して

6



お ります.「 バーチ ャル ・カ レッジ」では,イ ンターネ ッ トを利 用 した大学授 業等のVTR学

習,お よび視聴 覚教材 による 自己学習,そ してネ ッ トを介 した質疑応答や レポー ト提 出ができ

るよ う準備 を進 めてい ます.ま た,オ ー プン ・カ レッジの 中にはバー チャル ・カ レッジを活用

しなが ら進 めてい く併用型やバ ーチャル ・カ レッジと して開講 され るもの もあ ります.

本 プ ログ ラムの修 了が認 め られた方には,認 定証 を発行 いた します.修 了後 も受講者 の方 々

とは,学 習ニーズへのサ ポー トは もちろんの こと,当 大学看護 研究交流セ ンター の協働パー ト

ナー として交流 を継続 してい きたい と考 えています.

2.プ ログ ラムの選択 方法

1)受 講者 の=一 ズ

受講者 が,自 身 の不得意 とす る学習内容や 興味 ・関心を持 っている医療 技術 ・情報 等,個 々

の ニー ズに合 わせ て 自由にプ ログラムか ら受講内容 を選択 し,学 習計画 を立てるこ とができま

す.

2》ガ イ ドチ ュー タ0の 存 在

受講者 が,自 分 でプログラムを選択す るのは もち ろんです が,ど う計画 した らいいのだろ う

と迷 った時 に助言 をす るのがガイ ドチューターです.受 講者 の方 の中には,自 身 の技術習得 の

程度や既存知識 の内容 といった学習 レベル の状況,そ して時 間の確保 が難 しい な ど個 々に抱 え

てい る諸事情 がある と思います.そ うした状況 をお 聞 きしなが ら,ガ イ ドチュー ター が受講者

にあった 目標設 定 と実現 可能 なプ ログ ラムの提 案 を行 ってい きます.

ガイ ドチュー ターは,本 学の教員が担 当 し,プ ログラムの選択 だ けでな く,学 習が始 まって

か らも相談役 として受講者 の傍 に寄 り添い修 了までをサポー トしてい きます.

3.ド コ カ レの 学 習 プ ログ ラム解 説

1》学習方法

(ア》 オー プン ・カ レッジー施設 に赴 いて学 習す る

・公開講座に出席(看 護研究交流センター 「生涯学習 ・研修支援事業」と共同開催)

・大学の授業聴講

・病院実習

・大学図書館の利用

《イ)バ ー チ ャル ・カ レッ ジ ー 自宅 で 自 由 に学 習 す る

・イ ンターネ ッ トを利 用 したVTR学 習(大 学授業 ,公 開講座 のVTR)
・視聴覚 教材 に よる自己学習

・イ ンターネ ッ トを介 した質疑応答 ,レ ポー ト提 出な ど
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2)ド コ カ レ学 習 コー ス

ドコカ レのプ ログラム には,

① 講義科 目

② 演習科 目

③ 実習科 目

を用意 しています.こ の うち,② お よび③ の科 目はオープ ン ・カ レッジのみ での提供 にな りま

す.

ドコカ レの学習 コースを修了 した方 には コース修了認 定証 を発 行いた します.学 習 コース と

は,コ ー ス修 了要件 に定 める所定の科 目の履修 を修 了 し,修 了試 験で知識 ・技術の習得状況 を

確認 し,認 定す る ものです.

コー ス修 了要件 は ,講 義科 目15科 目中7科 目以上,演 習科 目4科 目中2科 目以上 を選択受

講 し,実 習科 目を1科 目必修 受講 し(合 計10科 目以上履修す る),修 了試験(詳 細 は後述)

に合格す るこ とが必要 とな ります.

3》コース修 了認 定証の発行

受講者をMate(メ イ ト)と 呼び,定 められたコースの学習を終了 し試験に合格 したメイ ト

には新潟県立看護大学 「社会人の学び直 しニーズ対応教育推進プログラム」終了認定証を発行

します.

4)コ ー ス受講 人数の制限

演 習や実習の受講 を課す ために,や む を得ず受講人数 を制 限 します.ド コカ レの学習 コー ス

を受 講で きるの は10名 程度 といた します.し か し,実 習以外 は単発での受講が可能ですの で,

科 目単位 での受講者 も募集 します.

学 習 コー ス受講者 は原則 として,現 在就労 していない方 を対象 とさせ ていただ きます.科 目

単位 の受講者 は,現 在就 労 してい る方で も どなた でも可能です.な お,ド コカ レの メイ ト登録

は原 則看護師免許取得 の方 に限 らせ ていただ きます.ド コカ レと共 同開催す る公 開講座 は一般

の方の受講 も可能 です ので,ご 了承 くだ さい.

ドコカ レの学習 コースを受講者 をメイ トA,科 目単位 の受 講者 をメイ トBと 呼び ます.単

発 的に科 目を受講す るメイ トBに は コース受講後の修了試験 はあ りません.コ ー ス修 了認 定

証 と してでは な く,学 習 した科 目一 覧を明記 した認 定証 を期 ごとに発行 いた します.メ イ トB

の人数制限 はそれ ぞれ の科 目で異な ります ので,ご 確認 くだ さい.

参 加 申 し込 み

ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 い た だ く か,電 話 に て お 問 い 合 わ せ く だ さ い.

問 合 せ 先

〒943-0147新 潟 県 上 越 市 新 南 町240番 地

新 潟 県 立 看 護 大 学

電 話:025-526-2822(直 通 ・FAX兼)

電 話:025-526-2811(代 表)

Email:dokokare@niigata-cn.ac.jp

HP:http:〃dokokare.ninn.jp
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lll.メイ トさ ん の 状 況 ～ ア ンケー ト結 果 よ り～

執筆者(順 不 同):飯 田智恵,水 澤久恵
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当初か ら私 たちには 「プ ログラムが開始 した らメイ トさんの学習 の様子 を知 りた

いです ね」 とい う思いが あ りま した.そ こで,そ の方策のひ とつ として,メ イ トの

皆様 に学び直 しのニー ズ,イ ンターネ ッ ト・パ ソコン環境 を含 めた学習環境,学 習

に関す る要望 な どにつ いてアンケー トに ご協 力いただき ました.お 寄せ いただい た

情報や ご意見 を もとに よ り良い学習 を行 っていただ くための支援や課題 の検討 を

行 い,次 年度 のプ ログラム運営 に活用 させ ていただ きたい と考えてい ます.

1.調 査 の概 要

調査 目的

本プ ログラムに参加 した者 の看護職 と しての職 歴,就 業状況,学 習環境,学

び直 しのニーズ等 を明 らかにす ることで,看 護 師の学び直 しの支援 に資す る

基礎 資料 を得 る.

調査対象

平成20年4月 か ら平成21年2.月 までに本プ ログラムに登録 した看護師有 資

格者(ド コカ レメイ ト)23名

調査方法

ドコカ レメイ ト個 人への郵送に よる質 問紙調査 を実施 した.看 護職 としての

職歴や 学習環境 と学び直 しのニー ズ との対応 を見る とともに,異 なる職歴 ・

就 業状況に あるメイ トに対す る個別的 な学習支援 を今後検討 してい く必要が

あ ると考 え,記 名式回答 を採 用 した.本 調査 の趣 旨とプライバ シー に関す る

説 明 を明記 した依頼文,質 問紙,切 手が貼付 され た返信用封筒 を同封 した も

の をメイ ト個人へ郵送 し,調 査へ の協力 を依頼 した.

調査 時期

平成20年9.月 ～平成21年2月

調査 内容

1)属 性

性別,年 齢

2)看 護 職 としての職歴

(1)看 護職 としての経験年数お よび離職年数:出 産 ・育児,病 気,介 護 等に よ

る休暇期 間は就業 していた もの として経験年数 に含 めて計算 し,回 答

す るよ う求 めた.

(2)就 業状況

①(現 職者 に対 して)現 在 の雇 用形態,勤 務 形態,職 務内容

②(過 去 に看護職 として働 いた経験 のある者 に対 し)最 後 に看護職 とし

て働 いて いた時の雇用形態,勤 務形態,職 務 内容

③(看 護 を離職 してい る者 に対 して)離 職理 由

3)今 後 の就 業に対す る見通 し,希 望す る雇 用形 態,勤 務形 態,職 務 内容

4)学 び直 しのニーズ,看 護職 と して就業す る意思

(1)看 護職 としての能 力に対す る 自己評価,看 護職 として働 く意思

① 看護 職 として必要 な知識
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② 看護職 と して必要な技術

③(現 職者,出 産 ・育児等に よ りの休暇 中の者 に対 して)看 護 職 を今後

も続 けたい と思 うか

④(看 護 を離職 して いる者 に対 して)看 護職 として今後働 きたい と思 う

か

①～④ の各項 目に対 し,自 己評価や 主観 を10cmの 線上 に記入す る ビジ

ュアル アナ ログスケール(以 下,VASと 略す)を 用 いた.す なわち,横

軸 の10cmの 目盛のない線 上に,① と②に関 しては 「不足 している」を

Ocm,「 十分 あ る」 を10cmと し,③ と④につ いては 「全 く思 わない」 を

Ocm,「 強 く思 う」 を10cmと して項 目毎 に記入 を求 め,そ の位 置 を測定

した.

(2)看 護職 と しての知識,技 術 で不足 している と思 うこと(自 由記載)

5)ド コカ レを しったきっかけ,受 講 しよ うと思 った動機

6)パ ソコン,イ ンター ネ ッ ト環境

7)ド コカ レへ の期待,要 望(自 由記載)

8)そ の他
・公 開講座 な どオープ ンカ レッジ を受講 しやすい曜 日,時 間帯
・パ ソコンを利用 したバーチャルカ レッジを受講 しやすい曜 日,時 間帯

倫理的配慮

調査票 は返信用封筒 と研究の趣 旨を記載 した依頼 文 を添 え,自 由意思 によっ

て 回答 できる よ うに対象者個人へ の郵送 を行 った.依 頼 文には,本 プ ログラ

ム代表者 の氏名 ・連 絡先,デ ー タは全体 として集計 分析 す るた め個人 が特定

され ない こと,プ ライバ シーの配慮,回 答者本 人への学習支援お よび本 プ ロ

グラム運営 の 目的以外 に使用す るこ とはない ことな ど,を 明記 した.調 査票

の回収 を もち,調 査協 力の受諾 と した.

2.結 果 の概 要

回収 され た8名(回 収率34.8%)を 分析対象 と した.

1)対 象 者 の概 要

性 別 は女 性8名,男 性0名,年 齢 は33～59歳(平 均 ±SD,46.4±8.9歳)

で あ っ た.全 員 が看 護 職 と して 勤務 した経 験 を有 し,3名 は 離職 す る こ とな く

看護 職 と して勤 続 して い た.

看 護 職 と して の通 算 経 験 年 数 は10～30.5年(平 均 ±SD,22.2±8.7年)で,

10年 以 上15年 未 満 が3人,25年 以 上30年 未 満 が4人,30年 以 上35年 未 満

が1人 で あ った.通 算 離職 期 間 は0～12年(平 均 ±SD,3.2±4.8年)で,最

長 離 職 期 間 は0～10年(平 均 ±SD,2.69±3.8年)で あ った.

2)看 護職 としての就 業状況

現在の就業状況 につ いては,7名 が看護職 と して働 いてお り(以 下,現 職 者),

1名 は看護職以外 の仕事 を していた(以 下,離 職者).現 職者7名 の うち4名 は

過去 に離職 した ことが あった.

離職者1名 が回答 した"離 職 した当時の理 由"(複 数回答)と して 「妊娠 ・出

産 」 「子育 て」 「結婚」 「進学 ・研修等」 「適正 ・能力への不安」 「上 司 との関係」
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が挙げ られ た.離 職 した1名 が回答 した"現 在 も看護職 として就業 していな い

理 由"(複 数 回答)は 「適正 ・能力 への不安 」であった.

現職 者に は現在 の状況,離 職者 には最後 に看護職 として働 いていた時 の雇 用

状況 について回答 しても らった ところ,雇 用形態 に関 しては 「常勤7名,「 非

常勤」1名 で あった.勤 務 場所は 「病院」3名,「 診療所」2名,「 介護 施設 」2

名,「 学校」1名 であった.勤 務形態 は7名 が 「日勤 のみ」,1名 が 「三交代 勤

務 」であ った.

現在従 事す る(離 職者 について は,最 後 に看護職 として働 いていた ときに従

事 していた)業 務 内容(複 数 回答)と して,「 病棟看護 」「外 来看護 」「施設看護 」

「看護 管理」な どが挙げ られた.

3)今 後の就業 に関す る見通 し

現職者7名 の うち,「 近い将来,新 しい職場 を探 したい」 と 「新 しい職場 を探

している」を合 わせ て,4名 が看護職 と して新 しい職 場 を探 したい と考 えていた.

この4名 と離職者1名 が希望す る就業条件 につ いて,雇 用形態 としては 「常勤」

が4名,「 非 常勤」が1名 で,勤 務形 態 と しては5名 全員 が 「日勤 のみ」 とい う

結果 であ った.ま た,希 望す る勤務場所(複 数 回答)は 「病 院」,「診療所(無 床)」,

「訪 問看護 ステー シ ョン」 「介護施設 」 「居宅サー ビス事業所」 「検診 ・労働衛 生機

関」 が挙げ られ た.

4)学 び直 しのニー ズにつ いて

(1)看 護 の知識 で不足 してい る と思 うもの

最新 の知識(治 療 ・予防,ケ ア,医 療用語 な ど)や 自分 が経験 した ことのない

診療科 についての知識 不足が記載 されていた.ま た,フ ィジカル アセス メン ト等

自分 で考 えるための基礎 知識,問 題解 決能力,研 究的視 点,経 営 ・管理 について

も挙 げ られ た.

(2)看 護 の技術 で不足 してい る と思 うもの

教育 を受 けた時点 と現在で医療 技術に大 きな差が あるこ とか ら,最 新 の技術,

よ り安楽 で効 果的なケア技術,心 電 図の読み方 な どにつ いて知識 が不足 してい る

とい う記載 が見 られ た.観 察や 医療 処置的な基本的技術 を挙 げた者 もいた.

5)ド コカ レへ の 参 加 につ い て

ドコ カ レを知 った きか っ けに つ いて は,3名 が 「ドコカ レの ポ ス タ ー 等 を見 て 」,

2名 が 「大 学 の公 開 講座 を調 べ て い て 」,1名 が 「知 り合 い に勧 め られ て(上 司)」,

1名 が 「報 道 を 見 て(新 聞)」 で あ っ た.ド コカ レを受 講 しよ う と思 っ た動 機 は 「受

講 した い公 開講 座 が あ っ た 」 「eラ ー ニ ン グな ど 自宅 学 習 が で き る」 「自宅 か ら通

い や す い」 と答 えた者 が 多 か っ た.ド コカ レに 期待 して い る こ と(複 数 回 答)と

して,全 員 が 「看 護 の知 識 ・向上 」 と答 え,そ の他 に も 「再 就 職 ・転 職 に対 す る

不 安 軽 減 」 「キ ャ リア ア ップ」 「仲 間 づ く り ・情 報 交 換 」 「一 般 教養 を高 め る(IT

関 連 な ど)」 も挙 げ られ た.

6)パ ソコ ン,イ ン ター ネ ッ ト環 境 につ い て

全員 が パ ソ コ ン を使 った こ とが あ り,自 由に使 え るパ ソコ ン を持 っ て い た.「 ほ

ぼ毎 日」 ～ 「週 に 数 回 」 を あわせ た パ ソコ ン を定 期 的 に使 用 して い る者 が4名,

「月 に数 回 」 が3名,「 ほ とん ど使 わ な い 」が1名 で あ った.パ ソ コ ンを使 用 す る

目的 と して,「 イ ン ター ネ ッ ト閲 覧 」 「書 類 作 成 」 が多 か っ た.パ ソコ ンを使 用す

る場 所(複 数 回答)に つ い て は 「自宅 」8名,「 職 場 」5名 で,全 員 が 自宅 にパ ソ

コンお よび イ ン ター ネ ッ ト環境 を備 えていた .
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ドコカ レメイ トの状況(ア ンケー ト集計結果)

実施期間:平 成20年9月 ～平成21年2月

配布数:23回 収数:8(回 収率34.8%)

1.属 性

く年齢>33～59歳(平 均 ±SD46.4±8.9歳)

〈性別 〉 女性8名,男 性0名

くメイ ト登録種別 〉 メイ トAO名,メ イ トB8名

2.看 護職 としての職歴

表1-1通 算経験 年数

(産休,育 休,病 気や介護等 に よる休 暇中は就業 とみ なす.

いた経験 のない者 は 「0年0カ 月」 と記入)

資料1

また,看 護職 として働

度数

10年 以 上15年 未 満 3

15年 以 上20年 未 満

20年 以 上25年 未 満

25年 以 上30年 未 満 4

30年 以 上35年 未 満 1

表1-2通 算離職期 間

度数
0年0か 月 3

1ヵ 月以 上1年 未 満 1

1年 以上5年 未満 2

5年 以上10年 未満 2

表1-3最 長の離職 期間

度数

0年0か 月 3

1ヵ 月 以上1年 未 満 1

1年 以上5年 未満 2

5年 以上10年 未満 1

10年 以上15年 未 満 1

3.現 在の状況 と看護職からの離職理由

表2現 在の就業状況
度数

看護職として働いている 7

長期休暇中

看護職以外の仕事をしている ※ 1

収入を得る仕事をしていない ※
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表3-1今 後も看護職 として働きたいと思うか

(表2の 問いで※のついた項目に回答 した者のみ回答)

度数
働きたい

働く気はない

わからない

無回答 1

表3-2看 護師からの離職理由;離職当時の理由(複 数回答)

(表2の 問いで※のついた項 目に回答 した者のみ回答)

自身の状況に関すること 度数 環境に関すること 度数

結婚 雇用側の都合(閉鎖,統 廃合等)

妊 娠 ・出産 1 雇用形態に不満(非 常勤など)

子育て 1 昇 進 ・昇 給 ・給 与 に不 満

親族の健康・介護 教育・研修体制に不満

自分の健康 勤務時間長い・超過勤務が多い

転居 夜勤の負担が大きい

リフレッシュ 休暇がとれない

進 学 ・研 修 ・留 学 (看護管理者等)上 司との関係 1

家事と両立しない 同僚との関係

自分の適性・能力への不安 1 医師との関係

他の職場(看 護職)への興味 1 患者・ケア対象者との関係

看護職以外の職業への興味 看護の理念・方針に不満

興味,や りがいがない 職場において看護の自律性,専 門性

が認められない

責任の重さ・医療事故への不安

医療のIT化に適応できない

表3-3現 在看護職として就業していない理由(複 数回答)

(表2の 問いで※のついた項目に回答 した者のみ回答)

自身の状況に関すること 度数 環境に関すること 度数

結婚 雇用側の都合(閉鎖,統 廃合等)

妊 娠 ・出産 雇用形態に不満(非 常勤など)

子育て 昇進 ・昇 給 ・給 与 に不 満

親族の健康・介護 教育・研修体制に不満

自分の健康 勤務時間長い・超過勤務が多い

転居 夜勤の負担が大きい

リフレッシュ 休暇がとれない

進 学 ・研 修 ・留 学 (看護管理者等)上 司との関係

家事と両立しない 同僚との関係

自分の適性・能力への不安 1 医師との関係

他の職場(看護職)へ の興味 患者・ケア対象者との関係

看護職以外の職業への興味 看護の理念・方針に不満

興味,や りがいがない 職場において看護の自律性,専 門性

が認められない

責任の重さ・医療事故への不安

医療のIT化に適応できない
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4.看 護職 としての雇用,勤 務形態

「現職者」は現在の状況について,「長期休暇中(育 休等)の 者」は休暇に入る直前の

状況について,「看護職以外の仕事をしている者 または無色の者」は最後に看護職 と

して働いた時の状況について回答

表4-1雇 用形態

度数

常勤(正 職員) 7

非 常 勤(パ ー ト等) 1

1か 月未満の臨時雇用 7

派遣職員

表4-2勤 務場所

度数

病院(急 性期中心) 1

病院(療 養中心)

病院(精 神科) 1

病院(産 婦人科)

病院(その他;脳 外科) 1

診療所 2

訪問看護ステーション

介護施設 z

ケア ハ ウス ・有 料 老 人 ホー ム

グ ル ープホ ーム

その他の居宅サービス事業所

その他の社会福祉施設

助産所

保健所

市町村(保健センター等)

省庁・都道府県庁・市町村(社協)

検診(健診)・労働衛生機関

企業・事業所等の健康管理部門

地域包括支援センター

看護系教育研究機関

その他(学校) 1

表4-3勤 務形態

度数

三 交 代(日 勤 ・準 夜 ・深 夜) 1

二 交 代(日 勤 ・夜 勤)

日勤のみ 7

夜勤のみ
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表4-4-1従 事する(していた)主な業務内容(複 数回答)

度数

病棟看護 3

外来看護 2

手術室看護

救 命 救 急 ・ICU

透析室
ホスピス

施設看護(社会福祉施設等) 2

地域保健(一 般行政)

看護管理 1

検診

介護予防事業
生活習慣病予防事業 1

訪問看護

健康管理(健康管理室) 1

ケアマネジメント 1

研 究 ・開発

教育

表4-4-2最 も重点を置く(置いていた)業 務 内容(複 数 回答)

度数

病棟看護 1

外来看護 2

手術室看護

救 命 救 急 ・ICU

透析室

ホスピス

施設看護(社会福祉施設等) 1

地域保健(一 般行政)

看護管理 1

検診

介護予防事業
生活習慣病予防事業 1

訪問看護

健康管理(健康管理室) 1

ケアマネジメント

研 究 ・開 発

教育

無回答 1

5.就 業 に関す る希 望

1)就 業 に関す る現 時点での見通 し

表5-1-1現 在,看 護職として働いている者の見通し

度数
現在の職場で看護職を続ける 2

新しい勤務先(看護)を探したい ※ 4

新しい職場(看護)を探している ※

転職(看 護職以外)を考えている

わからない 1
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表5-1-2育 児休暇等の長期休暇 中の者の見通 し(該 当者なし)

度数

休暇前と同じ部署に戻る予定

休暇明けに新しい部署へ異動予定

退職を考えている

わからない

2)就 業 に関す る希 望

現職者 の うち新 しい職 場 を探 そ うと考 えている者;表5-1-1で ※のついてい る回答 を

した者,ま たは看護職 以外の仕事 を してい る者,ま たは無職 の者 が回答

表5-2-1希 望する雇 用形態

度数

常勤(正 職員) 4

非 常 勤(パ ー ト等)
rl

1か 月未満の臨時雇用

派遣職員

看護職として働く気はない

表5-2-2希 望する勤 務場 所(複 数回答)

度数

病院(急性期中心) 1

病院(療養中心)

病院(精神科)

病院(産婦人科)

病院(その他)

診療所(有床)

診療所(無 床) 1

訪問看護ステーション 1

介護施設(老 人保健施設) 2

介護施設(特 別養護老人ホーム)

ケアハ ウス ・有料 老 人ホ ー ム

グル ー プホー ム

その他の居宅サービス事業所 2

その他の社会福祉施設
助産所

保健所

市町村(保健センター等)

省庁・都道府県庁・市町村(社協)

検診(健 診)・労働衛生機関 2

企業・事業所等の健康管理部門

地域包括支援センター

看護系教育研究機関
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表5-2-3希 望する勤務形態

度数
三交 代(日 勤 ・準 夜 ・深 夜)

二 交 代(日 勤 ・夜 勤)

日勤のみ 5

夜勤のみ

表5-2-4希 望する業務 内容(複 数回答)

度数
病棟看護 1

外来看護 1

手術室看護

救 命 救 急 ・ICU

透析室

ホスピス

施設看護(社 会福祉施設等) 2

地域保健(一 般行政)

看護管理 1

検診

介護予防事業 1

生活習慣病予防事業 1

訪問看護 1

健康管理(学校・企業等の健康管理室)

ケアマネジメント 3

研 究 ・開発

教育

6.看 護職 としての知識 と技術

1)知 識 ・技術 に対す る自己評価

表6-1看 護職 としての知識 ・技術に対する自己評価

mm

①看護職として必要な知識(値 が小さいほど不足していると思っている) 3^-64

②看護職として必要な技術(値 が小さいほど不足していると思っている) 3^-56

③看護職を今後も続けたい(現 職者:値 が小さいほどあてはまらない) 48^-91

④看護職として今後働きたい(離 職者=値が小さいほどあてはまらない) 49
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2)看 護職 と しての能力で不足 して いる と思 うこ と

表6-2知 識で不足していると思うこと

・最新の知識(病院勤務をしていない,人 員不足で出張へ行けないため)

・整形,精 神科の経験のみで,他 の科の知識がない(勉強はしたが実際には見たことがない)

・記録の書き方

・経営管理

・研究的視点

・問題解決能力

・養護教諭として健康管理・教育が中心のため,新 しい治療・予防等についての知識が不足

・フィジカルアセスメント等自分で「考える」ための基礎的知識

・現在の医療用語 ,総 合病院での最新の治療の様子

・新しい医療,ケアの知識と生かし方

・エビデンス
ー___」

表6-3技 術で不足していると思うこと

・最新の技術(病院勤務を長年しておらず,昔 の技術・道具しかわからない)

・観察

・基本的な看護知識 忘れていることがある,言 われて気づく

・心電図の読み方

・自分が教育を受けた時とは技術的に大きな差があり,基 本的な技術にも不安(医 療処置)

・現在の技術の基本を大切に行う努力をしている.傷 の包帯を巻くこと一つにしても,パッドの方が

良いか,強 さ等 患者様との会話の中で反省することはいろいろある

・新しくなっているかもしれない部分

・自分が習った頃とどこがどんなに変化しているのかいないのか

・知っているもの以上に安楽で効果的な方法があるのではないか
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7.ド コカ レの受講 について

表7-1ド コカレを知ったきっか け(複 数回答)

度数
大学の公開講座を調べていて偶然 2

ドコカレのポ スター 等 を見 て 5

ハ ロー ワ ー ク で

看護協会で

病院で (3)

福祉施設で (1)

その他 (1)

知り合いに勧められて 1

職場の上司に (1)

同僚

友人

報道等を見て 1

新聞 (1)

大学広報紙

テレビ

ラジオ

表7-2ド コカレの受講動機(複 数回答)

度数
受講したい公開講座があった X 4

受講したい専用講座があった 1

自宅から通いやすい 3

eラ ー ニング など 自宅 学 習 できる 4

双方向通信,大 学との情報交換 1

※の具体内容 医療事故について(1)

表7-3ド コカレに期待していること(複 数回答)

度数
再就職や転職の際の自己アピール(修 了証,科 目受講証明書の活用) 1

再就職や転職に対する不安軽減 3

キ ャリア アップ 1

昇 進 ・昇給

希望業務につくため

転職のため (1)

常勤に登用されるため

看護の知識・技術の向上 8
一般教養を高める(IT関連等)

1

仲間作り,情報交換 2

その他 1

その他の内訳 看護職や医師等と良いチームでケアを行うため

8.パ ソ コ ン,イ ン タ ー ネ ッ ト環 境 に つ い て

表8-1パ ソコン を使 用 した ことが あ るか

度数
はい 8

いいえ
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表8-2パ ソコン歴

度数

1年 以上5年 未満 2

5年 以上10年 未満 1

10年 以 上 4

無回答 1

表8-3パ ソコンの使用頻度

度数

ほぼ毎日 3

週に数回 1

月に数回 3

ほとんど使わない 1

表8-4自 由に使えるパソコンを持っているか

度数

はい 8

いいえ

表8-5パ ソコンを使用する場所(複 数 回答)

度数

自宅 8

勤務先 5

表8-6パ ソコンを使用する目的(複 数回答)

度数

書類作成 7

電 子 メー ル 3

インター ネット閲 覧 8

表9イ ンターネット環境

自宅 職場

インター ネット接 続 なし 3

ISDN 3

ADSL 3 4

光 フアイバ ー 2 1
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9.ド コカ レへ の要望(自 由記載)

・ オー プ ンカ レッジに ての講義 が どれ もイ ンター ネ ッ トで 見れ た ら良い

・eラ ーニ ングで 自宅学 習 で きる と思 った が
,ま だ これ か らとい うので残 念.新 潟

か ら通 ってい る うち に続 けてい きた い.
・ 老健 施設 を 中心 に これ か ら転職 を考 え てい る .60歳 を迎 え まだ まだ働 くた め に新

しい知識 を貯 めて い きたい.

・ 近 くに看 護 を学 び直 せ る場 が あ り,と て も喜 んで い る
・ 資格 を得 るた め とい うよ りは

,自 身 の仕 事 を よ りプ ロフ ェ ッシ ョナ ル に こなせ る

よ う多 くの講 座 を受講 した い
・ 現在 ,特 養 に勤 務 して い るが,最 後 を ど う送 るか意 思表 示 で きない 方が 多 く,こ

れ で よいの か迷 うこ とが 多い.
・ 経 管 栄養 ,吸 疾,フ ォー レ留置 や っ てやれ な い こ とはない が,医 師 不在 の病院

とな りか ね ない 中,家 族 も何 も しな いで いて は見殺 しに してい る よ うな 後味 の悪

さを残 した くな く,特 養 で で き るだ けの こ とを望 まれ るこ とが 多 い.特 養 と して

医療 介入 は最 小限 と した いが,切 り捨 て難 い.介 護 士 は家族 で もな く技術 的制 限

もあ る.特 養 のケ アの 良 し悪 しは生 きた時 間 で計 られや す い.自 分 な ら され た く

ない が,仕 事 だ か ら と逃 げ るこ とが多 い.
・ 人 が生 き る事 ,尊 厳,看 取 り方,法 的面,在 宅 ケア,看 護,訪 問看護,医 療 等 の

情 報,研 修 に興 味 が あ る
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資料2

ドコカ レ メイ トの皆様ヘ ドコカ レに関す る調査 のお願 い

このア ンケー トは,メ イ トさんおひ とりおひ とりの学習環境や要望,就 業状況 につ

いて把握 し,よ りよい学習支援 を行 ってい くための課題 について検 討す るこ とを 目的

としてい ます.

ご記入い ただいたPlpJ査用紙 は,同 封 いた しま した返信用封筒 に入れ,ご 返送 下 さい.

調査 に ご協力 いただいた方 の個 人情報 は,ご 本人への学習支援な らび に ドコカ レ運

営 の 目的以外 に使用す る ことはあ りませ ん.ま た,前 述 した調査の 目的 を果 たす ため

に記名式 のアンケー トとなってお りますが,ド コカ レの成果報告 に使用 させ ていただ

く場合 には統計処理 を行 います ので,個 人が特定 できるよ うな形 で公表す る ことは一

切 あ りませ ん.調 査 の趣 旨を ご理解 いただき,調 査 に是非 ご協力 いただけます よ うお

願い 申 し上げます.

ご不 明な点な どあ りま した ら,下 記まで ご連絡 くだ さい.

平成20年9月

新潟 県立看護 大学 看護 研究交流セ ンター

セ ンター長 吉 山 直樹

文部科学省 「社会人学び なお しニーズ対応教育推進 プログラム」

どこでもカ レッジプロジェク ト事務局

事務 木村 ・岡沢

電話&FAXO25-526-2822

Mailaddressdokokare@niigata-cn.ac.jp
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お名前=[ ] よ ろしけれ ば ご記 入 くだ さい.

性 別=男 性 ・ 女 性 年齢=満[ ]歳

以下の質問1か ら7に お答 え くだ さい.な お,質 問1か ら2は あなたの職歴 につい

て,質 問3は 今後 の職業 に対す る見通 し,質 問4は 学びなお しのニーズ について ,質
問5は ドコカ レへの参加 について,質 問6は イ ンターネ ッ ト,パ ソコン環境 につ いて,

質 問7は ドコカ レへ の ご意 見,ご 要望についてお聞 き します.

各質 問で は該 当す る番 号,記 号 に○ をつ け,「 そ の他」 には()に 具体 的内容

を記載 して下 さい.こ の調査 にお ける 「看護職」 とは,看 護師,保 健 師,助 産 師な ど

の資格 を もって,臨 地実践活動 を行 うこ とをいいます .

質 問1あ なたの"看 護職 と しての職歴"に ついて教 えて くだ さい

① 通算経験年数

計[]年[]か 月

② 通算離職期間

計[]年[]か 月

③ 最長の離職期間

[]年[]か 月

① 通算経験年数(看 護職 として働 いた経験 がない方 は 「0年0カ 月」 と記入)

② 現在 までの通算離職期 間(看 護職 を離れ た期 間のない方 は 「O年0カ 月」 と記入)

③ 最長 の離職 期間(② と同様)の,そ れぞれ にあてはまる数字 を記入 して下 さい.

※ 出産 ・育児,病 気,介 護等による休暇期間は,就 業していたものとして経験年数に含めて計算

して下さい(離 職期間に入れない)

質問2あ なたの現在の就業状況について教えてください

2-1)あ なたの今現在の就業状況は,次 の どれ にあた りますか:(い ずれ かひ とつ)

a.看 護職 として働 いている(常 勤 ,非 常勤,派 遣等含 む)

b.看 護職 として職場 に籍 をお いているが,長 期休暇 中である
・その理 由 ア.育 児休暇 中 イ.そ の他()
・予 定休 暇 期 間()年()か 月

・休 暇 の 経 過 期 間:()年()か 月

c.看 護職 以外 の仕事 を してい る

d.収 入 を得 る仕事 は して い ない

e.そ の他()

▼

r

cま たはdを 選 択 した方 は、次の質問へ

それ 以外の方は、3ペ ー ジ 目の質問2-3)に 進ん

で くだ さい。

J

2-2)「31看 護職 以外の仕事 を して いる」または 「4=収 入を得 る仕事 は していない」

と回答 した方 にお聞 き します.

① 今後,看 護職 と して働 きたい と思いますか:(い ずれかひ とつ)

1.看 護職 と して働 きたい2.看 護職 として働 く気 はない

3.わ か らない
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②A.看 護か ら離職 した当時の理 由,B現 在 看護職 と して就業 して いない理 由 は何

です か.主 な理 由を,A・Bの 別 に選ん で,番 号 に○をつ けて くだ さい.

(項 目全体 を ざっ と見てか ら,あ てはまる ものすべて に○ をつ けて下 さい)

項目
A.離 職 当時 の

理 由

B.現在就業 し

ていない理由

あ
な

た
ご

自

身
の

状

況
に

関

す
る

事

結婚 1 1

妊娠 ・出産 2 2

子育て 3 3

親族の健康 ・介護 4 4

自分の健康 5 5

転居 6 6

リ フ レ ッ シ ュ 7 7

進 学 ・研修 ・留学 8 8

家事 と両立しない 9 9

自分 の適性 ・能力へ の不安 10 10

他の職場(看 護職)へ の興味 11 11

看護職以外の職業への興味 12 12

興 味が もてない,や りがいがない 13 13

職

場

環

境
に

関
す

る
事

雇用者側の都合(施 設の閉鎖,統 廃合等) 14 14

雇用形態に不満(非 常勤など) 15 15

昇進 ・昇給 ・給与 に不満 16 16

教育 ・研修体制に不満 17 17

勤務時間が長い ・超過勤務が多い 18 18

夜勤の負担が大きい 19 19

休暇がとれない 20 20

(看護管理者等)上 司との関係 21 21

同僚 との関係 22 22

医師との関係 23 23

患者 ・ケア対象者 との関係 24 24

看護の理念 ・方針に不満 25 25

職場において看護の自律性,専 門性が認められない 26 26

責任の重 さ ・医療事故への不安 27 27

医療のIT化(電 子カルテ等)に 適応できない 28 28

その他(具 体的に) 29 29
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2-3)看 護職 と して働 いている方,又 は看護職 と して働 いた経験 のある方 にお聞 き し

ます.

(看護職 として働 いた経験のない方 は,質 問3に 進 んで くだ さい)

あなたの現在 の状況(以 下のA～Cの どれ か)に 応 じて,次 の① ～④ の質 問にお答 え

くだ さい.

A.現 在 護職 と して働 いてい る方は,現 在 の状況について

B.現 在,長 期休 暇中の方(育 休 等)は,休 暇に入 る直前の状況につい て

C.現 在 看護職 以外 の仕 事 を してい る方 ・収入 を得 る仕事 を してい ない方 は,

最後に看護職 として働いた職場の状況について

① 雇用形態 は,次 の どれ にあた りますか:(い ずれかひ とつ)

a.常 勤(正 職 員)

b.非 常 勤(嘱 託 ・パ ー ト ・アル バ イ ト等)

c.期 間1か 月未満 の臨時雇 用

d.派 遣職 員

e.そ の他()

② 勤務 場所 の種別 は,次 の どれ にあた ります か:

(a～qい ずれかひ とつ,さ らに() 内選択肢 にチェ ック)

a.病 院(急 性期 中心 ・療養 中心 ・精神科 ・産婦人科 ・そ の他())

b.診 療 所(有 床 ・ 無 床) c.訪 問看 護 ス テ ー シ ョ ン

d.介 護施設(老 健 ・特養) e.ケ アハ ウス ・有 料 老 人 ホー ム

fグ ル ー プ ホー ム g.そ の他 の居宅 サー ビス事業所

h,そ の他 の社会福祉施設(障 害者施設

等)

i.助 産 所

j.保 健所(都 道府 県 ・政令指定都 市) k.市 町村(保 健セ ンター等)

1.省 庁 ・都道府 県庁 ・市町村(社 協

含 む)

m.検 診(健 診)・ 労働衛 生機 関

n.企 業 ・事業所な どの健康管理部門 o.地 域包括支援セ ンター

p,看 護系教育研究機関 q,そ の他()

現在,働 いてい る方 で,差 し支 えな けれ ば,勤 務先の名 称 をご記入 くだ さい.

③ 勤務形態 は,次 の どれ にあた ります か:(い ずれかひ とつ)

a.三 交 代(日 勤 ・準 夜 ・深 夜)

b.二 交 代(日 勤 ・夜 勤)

c.日 勤 の み

d,夜 勤 の み

e.そ の他()
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④ あなたが従事す る(し ていた)主 な業務 内容は,次 の どれですか:

(あて はまる ものすべ てに○,特 に重点 を置いて していた業務には◎ をつ けて くだ

さい)

a.病 棟看護 b,外 来看護

c.手 術室看護 d.救 命 救急 ・ICU

e.透 析 室 f.ホ ス ピ ス

g.施 設看護(社 会福祉施設等) h.地 域保 健(一 般行政)

1.看 護 管 理 」.検 診

k.介 護 予防事業 1.生 活習慣病予 防事業

m.訪 問看護 n.健 康管理(学 校 ・企業等の健康管理室)

o.ケ ア マ ネ ジ メ ン ト p.研 究 ・開発

q.教 育 r.そ の他()

直 間3.就 業 ・転職 ・復職 ・再就職につ いて,現 時点での見通 しを教 えて くださいi

A.看 護 職 と して働 い て い る方 ・ ・・ ・ ・ … 質 問3-1)に 進 ん で くだ さい

B.育 休 等 の長 期休 暇 中 の 方 ・ ・・ ・ ・ … 質 問3-2)に 進 ん で くだ さい

C.看 護 職 以外 の 仕 事 を して い る方 ま た は無 職 の方 … 質 問3-3)に 進 ん で くだ

さい

現在,看 護職 と して働 いて いる方にお聞 き します:(い ずれかひ とつ)3-1)

3-2)

a.現 在 の勤務先 で仕事(看 護

職)を 続 ける予定

b.近 い将来,新 しい勤務先(看 護職)を

探 したい

c.新 しい勤務 先(看 護職)を

探 してい る

d.転 職(看 護職以外)を 考 えてい る

e.わ か らな い fそ の他()

⇒bま た はcと 回 答 し た 方 は,質 問3-3)へ 進 ん で く だ さい.

⇒a.d.e.fの どれ か に 回 答 した 方 は,質 問4へ 進 ん で く だ さ い.

現在,育 休等の長期休暇 中の方に お聞 き します=(い ずれかひ とつ)

a.休 暇 に入 る前 と同 じ部 署に戻 る予定

b,休 暇 明けに,新 しい部署 に異動す る予定

c.退 職 を考 えてい る,ま た は退職 の方 向で職場 と話 し合 っている

d.今 の 時 点 で は,わ か らない

e.そ の他()

→aま た はbと 回答 した方 は,質 問3-3)へ 進んで くだ さい.

⇒c～eの どれ かに回答 した方は,質 問4へ 進んで くだ さい.
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3-3)前 のペー ジで,質 問3-3)に 進 んで くだ さい と指示 され た方 にお聞 き します=

現在,あ なたが希 望す る就業条件 について教 えて くだ さい.

① 希望す る雇用形態 は,次 の どれ にあた ります か:(い ずれ かひ とつ)

a.常 勤(正 職 員)

b.非 常勤(嘱 託 ・パ ー ト ・アル バ イ ト等)

c.期 間1か 月未 満 の臨時雇用

d.派 遣職員

e.看 護職 として働 く気 はない

fそ の他()

② 希望す る勤務場所 は,次 の どれ にあた ります か:

(あ てはま るものすべて,( )内 選択肢 に もチ ェック)

a.病 院(急 性期 中心 ・療養 中心 ・精神科 ・産婦人科 ・その他())

b.診 療 所(有 床 ・ 無 床) c.診 療 所(有 床 ・ 無 床)

d.介 護施 設(老 健 ・特養) e.介 護 施 設(老 健 ・特養)

fグ ル ー プ ホ ー ム 9.グ ル ー プ ホー ム

h.そ の他 の社 会福 祉施設(障 害者施設

等)

1.そ の他 の社会福祉施設(障 害者施設等)

j,保 健所(都 道府 県 ・政令指定都市) k.保 健所(都 道府 県 ・政令指 定都 市)

1.省 庁 ・都道 府県庁 ・市 町村(社 協

含む)

m.省 庁 ・都道府 県庁 ・市 町村(社 協含む)

n.企 業 ・事業所 な どの健康 管理 部門 o.企 業 ・事業所 な どの健康管理部 門

p.看 護 系教育研究機 関 q.看 護 系教 育研 究機 関

③ 希望す る勤務 形態は,次 の どれ にあた ります か:(い ずれ かひ とつ)

a.三 交代(日 勤 ・準夜 ・深 夜)

b.二 交代(日 勤 ・夜 勤)

c.日 勤 の み

d.夜 勤 のみ

e.そ の他()

す る業務 内容 は,次 の どれ にあた ります か:(あ て はまる ものすべ て)

a.病 棟看護 b.外 来看護

c.手 術 室看護 d.救 命 救 急 ・ICU

e,透 析 室 fホ ス ピス

g,施 設看護(社 会福祉施設

等)

h.地 域保健(一 般行政)

1.看 護 管 理 J.検 診

k.介 護予 防事業 1.生 活習慣病 予防事業

m.訪 問看護 n.健 康管理(学 校 ・企業 等の健康 管理

室)

o.ケ アマ ネ ジ メ ン ト p.研 究 ・開発

q.教 育 r.そ の他()
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質問4あ なたの看護職としての知識や技術に対する自己評価について教えてくだ さい

4-1)線 上 の当てはまる ところに印(縦 線)を つけて くだ さい

0

不足 している

0

不足 している

③(現 在看護職 と して働 いてい る方,長 期休暇 中の方)看 護職 を今後 も続 けてい き

たい.

④(現 在看護職 の仕 事 を していない方)看 護 職 として今後働 きたい.

4-2)今,あ なたの看護 職 としての知識 で不 足 している と思 うことは どんな こ とです

か?(自 由記載)

4-3)今,あ なたの看護職 と しての技術で不足 してい る と思 うことは どんな ことです

か?(自 由記載)

29



質問5ド コカレの受講 につ いて

5-1)あ なたが ドコカ レにつ いて知 ったきっかけは どれ ですか:

(あ てはまる ものす べて)

a.大 学の公 開講座 を調 べていて偶然見つ けた

b.ド コカ レの ポ ス ターや リー フ レ ッ トを見 て

(具 体 的 に どこで

ア.ハ ロー ワー ク イ.看 護 協 会 ウ.病 院 工 .福 祉 施設

オ.そ の他:)

c.知 り合い に勧 め られ て

(具体的 に ア.職 場 の上司 イ.同 僚 ウ.知 人 工.友 人

オ.そ の他:)

d.報 道 を見て

(具体的 に ア.新 聞 イ.大 学広報紙 ウ.テ レビ エ.ラ ジオ

オ.そ の他:)

e.そ の他()

52)ド コカ レを受 講 しよ うと思 っ た 動機 は,次 の どれ です か:(あ て は ま る ものす

べ て)

a.受 講 したい公開講座があった(具 体的に)

b.受 講 した い ドコカ レ専用講座 があった(具 体的に)

c.自 宅 か ら通 い や す い

d.Eラ ーニ ングな どで 自宅 学習がで きる

e.Eラ ー ニ ングの環境 で双方 向通信 がで き,大 学 との情報交換がで きる

fそ の他()

5-3)ド コカ レに期 待 して い る こ とは,次 の どれ です か:(あ て は ま る もの す べ て)

a.再 就職 または転職 の際の 自己ア ピール(修 了証,科 目受講証 明書 の活用等)

b.再 就職 または転職 に対す る不安 の軽減

c.キ ャ リアア ップ

(具体 的に ア.昇 進 ・昇給

イ.希 望す る業務 内容 につ くため

ウ.転 職 のため

エ.非 常勤か ら常勤へ登用 され るため

オ.そ の他()

d.看 護 の知識 ・技術の 向上

e.一 般 教 養 を高 め る(IT関 連 の知 識 な ど)

f学 習 の 仲 間 作 り,情 報 交換,ネ ッ トワー ク作 り

g.そ の他()
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質 問6あ なたのパソコン,イ ンターネット環境 について教 えて くだ さい

6-1)パ ソ コ ン を使 っ た こ とが あ ります か:(い ず れ か ひ とつ)

a. はい (パ ソコ ン歴 約[ ]年 または[ ]か 月)

b.
}

いい え

「'一 曹一 曹

}一 → 7に 進 んで くだ さい}

6-2)パ ソコンの使用頻度 は,次 の どれ にあた りますか:(い ずれ かひ とつ)

a.ほ ぼ毎 日 b.週 に数 回

c.月 に数 回 d.2～3カa月1こ 一 回

e.ほ とん ど使 わ な い fそ の他()

6-3)現 在,あ なたが 自由に使 えるパ ソコンを持 ってい ますか:(い ずれ かひ とつ)

ヴ

S

㏄

O

M

の

・

ン

イ

コソ

欄

。＼

0

/

d

る

血

す

W

用

●

使

ア

に主↓いは乱

そ の他( )

b.い い え

6-4)あ なたがパ ソコンを使用す る場所 は,次 の どこです か:

(所 有者 が誰 かにかかわ らず,あ てはま るものすべ て)一 コ
6-5)あ なたがパ ソコンを使用す る 目的は,次 の どれですか:

(使用 した こ とが ある機能 にあてはまるものすべ て)

a.書 類作成 b.電 子 メー ル c.イ ンター ネ ッ ト閲 覧

d.チ ャ ッ ト e.掲 示 板 ・プ ロ グ fそ の他()

6-6)あ なた のイ ンターネ ッ ト環境 につい て教 えて くだ さい.

① 自宅宅:(い ずれかひ とつ)

a.イ ン ター ネ ッ ト接 続 な し b.ISDN c.ADSL

d.光 フ ァイ バ ー e.わ か らな い fそ の他()

職場:(い ずれ かひ とつ)

a.ネ ッ ト環 境 な し

b.イ ン トラネ ッ ト(職 場 内 の み の ネ ッ トワー ク)

c.イ ンタ ー ネ ッ ト閲 覧,メ ール 送 受 信 が 可 能

d.わ か らな い

e.そ の他()
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質問7ド コカレへの期待,要 望な どお聞かせ下 さい

(自 由記載)

最 後 に …

●

公開講座 な どを受講(大 学に来航 しや すい曜 日 ・時間帯 を教 えて くだ さい.

Eラ ー ニ ングに よる電話 会議機 能 な どの双 方 向通信 に よる受講 を しや す い曜

日 ・時間帯 を教 えて くだ さい.

イ ンター ネ ッ ト閲覧が可能な曜 日 ・時間帯 を教 えて くだ さい.

電子 メール の送受信 が可能な方で,ま だア ドレスを登録 していない方へ のお願 い

今後,ド コカ レか らの ご案内 を電子 メール で差 し上げて もよろ しけれ ば,メ ール

ア ドレス をご記入 くだ さい.(連 絡のや り取 りには,積 極 的 にメール を積極 的 に

活用 した い と思 ってお ります ので,可 能 な限 りお願 い します).

@

以上 です.ご 協力 に心か ら感謝 申 し上 げ ます.
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畳V.オ ー プ ン カ レ ッ ジ

執筆者(順 不 同):橋 本 明浩,深 澤佳代 子,原 等子,

吉 山直樹,飯 田智恵,岡 村典子,水 澤 久恵
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● 平成20年 度に開講 したオープン ・カ レッジの一覧

(本学関係者は敬称略)

公 開講 座

【開催 日時】 【担当講師】

1)ド コカ レ操作入門7月26日 本学准教授

橋本明浩

2)医 療事故 と医療安全管理8月6日

医療事故をめぐる新しい試み8月6日 中部大学大学院教授

稲葉一人先生

3)看 護 と栄養管理8月30日 聖路加看護大学准教授

梶井文子先生

4)看 護師の臨床の 「知」 と,看 護師が経験を積むことの意味

9月20日 東京女子医科大学教授

佐藤紀子先生

5)感 染制御に関する新 しい動き

10月4日 東京保健医療大学大学院教授

大久保憲先生

6)看 護 と口腔ケア

11.月29日 九州歯科大学教授

柿木保明先生

7)(演 習)高 齢者の口腔ケア技術演習

11月30日 本学准教授

原 等子

看 護 学 部 講義 科 目

【担 当教員(本 学)】

1)臨 床病理学 吉山

2)成 人看護学 深澤,高 柳,直 成,酒 井

山田,飯 田,大 塚,石 岡

3)老 年看護学 北川,原,長 瀬,菅 原,若 杉
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1.公 開 講 座

1》 ドコカ レ操作入 門

バーチャルカ レッジに先立ち,双方向授業システムを使い簡単な操作で受講できるどこでも

カレッジの使い方 を説明 しま した.

開講場所 新潟県立看護大学情報演習室

〒943-0147新 潟県上越市新南町240番 地

開講 日時 平成20年7月24日

講師 新潟県立看護大学准教授 橋本明浩

どこで もカ レッジのメイ トさんに貸与 してい ます.

メイ ト登録 されてい る方で必要な方はお 申 し出 くだ さい.

連 絡 先

く お 問 い 合 わ せ 先 〉

新 潟 県 立 看 護 大 学 看 護 研 究 交 流 セ ン タ ー

〒943-0147新 潟 県 上 越 市 新 南 町240番 地

電 話:025-526-2822(直 通)

電 話:025-526-2811(代 表)内144

Fax:025-526-2822(兼 用)

Email:dokokare@niigata-cn.ac.1p
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図1講 習会風景

図2双 方向授業システム
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2》医療事故 と医療安全管理:医 療者 を元気にす る一医療者

が元気でいることは患者 ・家族が望む ところ一

日時:8月6日(水)10二 〇〇～16:30

講師:中 部大学大学院 教授 稲葉 一人先生

受講者数:72名

概要:医 療者 としての守秘義務,個 人情報保護,説 明責任 について,ま た,医 療者 として

医療安全 に ど う取 り組 むのか,医 療事故 を起 こさないためには どのよ うな注意 が必

要 なのか,万 が一医療事故 にであった場合 同様 に対処す るのかを基礎 的なこ とか ら

分 か りやす く講義 を していただい た.ま た,医 療紛争 になる前 の新 しい取 り組み と

してのADR,医 療 コミュニケー ター(メ デ ィエー ター)の 役割 につ いて説 明 され,

実際の取 り組 みの状況 を紹介 していただいた.

どこカ レの受 講者 以外 に も,県 外 の方 を含む市民 も参加 され,長 時間であったに関

わ らず,質 問 も多 く出 され,有 意義 な講義 となった.



3》看護 と栄養 管理(専 門職へ の公 開授 業 テーマr食 」)

日時:8月30日(土)13:30～15:30

講 師:聖 路加看護 大学 准教授 梶井文子先生
き.

ハ 　 ロ　マ　 ト　 anサ ゐ コ ドH

概要:「栄養」に関する問題は,看 護が専門性 を発揮できる重要な部分だと言える.2000

年に厚生労働省 より 「科学的根拠に基づいた食生活指針」が出され,最 近では 「栄

養」に関する政策 も,よ り科学性を前面に打ち出されてきている.今 回,看 護師で

もあ り管理栄養士でもある梶井先生をお迎えし,最新の栄養管理の考え方 と看護の

あ り方についてお話をいただいた.梶 井先生は栄養管理サービスの概念構築のため

の基礎的調査の段階に係わってお り,栄養管理システムの意義から具体的アセスメ

ン ト方法まで,非 常にきめ細かな講義をしていただいた.参 加者か らは,と てもわ

かりやすかったという意見が多 く,栄養アセスメン トの実際に活用 しうる実際的な

内容 も含まれていた.こ の後,エ ネルギー代謝測定器の学習会へ と発展 させること

ができた.

4》看護師の臨床のr知 」と看護師が経験 を積む ということ

日時:9月20日(土)13:30～15:30

講 師:東 京女子 医科大学 教授 佐藤 紀子先生

受講者数:133名

概要:最 初に現在の社会情勢の中での看護をめぐる動向や専門看護師や認定看護師などの

看護の専門化の目的と現状についてお話 しされた.ま た,実 際の看護師のか らイン

タビュー し,講 師がまとめて著書にした中から数名の語 りを紹介 され,そ れがただ

積み重ねられたものではないこと,看 護師が臨床の中でエキスパー トになっていく

に従って積み重ねてい く看護経験が意味 と価値があるものであると話 された.今 後,

看護師として知を育てながらキャリアをどのように積むのか,自 己をどのように育

てていくのかについて受講者各 自が課題を与えられたような講演であった.



5》感染制御に関する新 しい動き

日時:10月4日(土)13:30～15:30

講師:東 京保健 医療大学大学院 教授 大久保 憲先 生

受講者 数:164名

概要:病 院感染の概念の変化,感 染制御に関 しての国の施策上の動き,感 染に関する専門

職の役割,院 内の感染専門家の活動などについて講義 された.ま た,2008年5月

現在の感染症法,CDCか ら出された咳エチケッ トやPPEの 使用方法や確認方法,

インフルエンザへの対応 についても説明 していただいた.さ らに,新 型インフルエ

ンザに関する最新ガイ ドラインや現状での対応策など最新の情報についても話 さ

れ,感 染症については,最 新の情報がわか りやすい講演であった.



6)看 護 とロ腔 ケア

日時:11月29日(土)13:30～15:30

講師:九 州歯科大学 教授 柿木保 明先生

(生体機 能制御 学講座,摂 食機能 リハ ビ リテーシ ョン学分 野,歯 科 医師)

受講者数:88名

概要:口 腔ケアの必要性については,誤 嚥性肺炎の予防や,口 腔ケアそのものが知覚神経

を刺激 して結果として摂食 ・嚥下訓練 としての効果をもた らすな ど,様 々なメリッ

トが注 目されている.し か し,歯 科専門家の間でも補綴や義歯作成などが中心で,

障害者や高齢者の口腔ケアについては,今 まであまり注目されてこなかった.ま た,

唾液の効用についても医科歯科 ともに関心がはらわれてこなかった.長 年,障 害者

歯科の第一線で活躍 し,唾液に関する研究においては国内の第一人者 と称 される柿

木先生をお迎えしご講演いただいた.今 回は 「食」に関連 した公開授業の一環 とし

て,有 効な口腔ケアの考え方と方法にお話 しいただいた.乾 燥などから,参 加 した

看護師はもとより,歯 科衛生士からの反響も大きく,こ の分野の専門性の確立のた

めにも本講演の意義があったと思いわれる.



7》(演習)高 齢者のロ腔 ケア技術演習

日時:11.月29日(土)10:00～12:00

講師:新 潟県立看護大学 准教授 原 等子先生(老 年看護学,看 護 師)

受講者数:55名

概要:「 食」 のテーマ で開催 した専 門職公 開授業 の第3弾 として具体的 な技術演習 を含 む

講座 を企画 した.前 日の柿木先生 の講義 内容 に リンク させ なが ら,実 際の ケア方法

な どにつ いて説 明 し,実 際 に演習 を行 った.演 習では,お 互 いの 口の 中を見合 うこ

とか らは じめ,ケ アの前 の準備 として唾液腺マ ッサー ジ法,ケ ア用 品の うち一番刺

激 が少ないスポンジブ ラシを例に と り,ケ アの力加減,立 ち位 置,援 助方法 な どを

行 った.演 習 では,歯 科衛生 士 も17名 参加 してお り,ち ょ うど看護職,福 祉 関係

の参加者 と半々であったため,満 遍 な く入 る よ うグル ー ピングを行 った.歯 科衛生

士で も実践 していない人 もいたので,看 護職や福祉 関係職 とともに新鮮 に演習を楽

しんで受講 してい る様 子が見 られたほか,看 護職 が実践場 面で困ってい る状況を相

談 し,結 果的に他職 種交流 となった ことな どで満 足度 を高 めていた と思 われ る.

講 義 に対す る具体的意見の以下の表か らも,演 習 内容への満足度 が感 じられ る.

また,今 後 につ いて,口 腔 ケア に関 して シ リーズで続 けて ほ しい,嚥 下訓練な どと

つなげて ほ しいな ど,演 習をまた行いたいな ど,今 回の内容を発展 させ て学びたい

意欲 が伝 わって きた.

8》公 開講座 ア ンケー トま とめ

公 開講座 には,ド コカ レメイ トの方は もちろんの こ と,専 門職 の方,一 般の方 も多 く参加 さ

れ ます.参 加 された方々が,公 開講座 を受講 され どの よ うな感想 を もたれ たのか,率 直 なご意

見 をお 聞きす るため,ア ンケー トの ご協力 をお願 い して きま した.

ア ンケー トでは,感 想や ご要望 をお聞 きす るのは もちろんですが,「 ドコカ レ」 プログラム

の充実 と広報 を兼 ねま して,看 護職 の方 が必 要 と感 じる学 習内容,そ して 「ドコカ レ」へ の関

心 をお聞かせ いただ きま した.

ここでは,8月6日 に開催 され ま した 「医療 事故 と医療 安全 管理 」か ら,11月30日 の 「高

齢者 の 口腔 ケア と技術 演習」までの6講 座 でご回答 いた だきま したアンケー トを ご紹介 いた

します.(な お,紙 面の都合上,自 由記載欄 の内容 は一部 の紹介 とし,こ ち らで短 文化 させ て

いただ きま した.)

(ア)「 医療 事故 と医療安全管理 」稲葉 一人先生

8月6日(水)(回 収22枚)

① 年齢 平均46.6歳

② 性別 男性0名 女性22名

③ 看護 師資格 の有無 資格有22名

④ 本セ ミナー に参加 され た 目的

ドコカ レのメイ トのため3名 公 開講座 に興味があったた め20名

⑤ 本セ ミナー に関 しての感想
・豊 富な事例 を用 いての講義 で大変わか りやすかったです.と ても勉強 にな りま した.
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・興味 ある内容で参加 させていただ きま した .医 療 と法 について現在 の情報 を伝 えていただ

き参考 にな りま した.
・日頃 ,紛 争訴訟 にな らぬ よ うな業務対応 の大切 さが必要 と感 じま した.
・現場では ,医 師の指示があって看護 師が 「で きませ ん」とピシ ッと言 える ことは少 ない と

思 う.実 際,リ ス クが どれだ けあ って,ど れ だけ危険か… と考 える前 に施行 して しま う.

リス クマネー ジメン トをもっ ともっ と定着 させ る必要が ある.リ スク感性 をみが くこ と,

ス タ ッフみんなで取 り組みたい と思った .

・看護 師免 許の法的意味 を実感 した .医 療行為 と法律の 中で,予 見,回 避 を行 うこ とは,い

かに大切 な ことであ るか とい うことが,実 感で きた.

・日頃の家族 との コ ミュニケーシ ョンや
,誠 実 さが大切なだ と思った.

⑥ イ ンターネ ッ ト学習関連 について

a)イ ンターネ ッ トの画像や教材 を使 った学習 に参加 してみたい

はい:11名 いい え:4名 不明:3名

b)イ ンター ネ ッ トの電 話を使 った学習に参加 してみたい

はい:4名 いいえ:9名 不明:4名

c)イ ンターネ ッ ト上でセ ミナー参加者 や 当大学の教員間で質問や情報交換 な どを行 いたい

はい:6名 いいえ:5名 不 明:6名

⑦ 生涯学習教育 の内容 として,希 望 され る講座 内容
・こころの健康 精神保健 カ ウンセ リング技法 な ど

・リス クマネ ジメン ト,分 析方法 な ど知識 を得 たいです.

⑧ 看護 師資格 をお持 ちの方 にお 聞き した 内容

a)現 在 の就業状 況

無職:1名 正規職員:19名

b)ド コカ レに参加 され ていない場合,そ の理由(複 数回答)

ドコカ レを知 らなか った:9名 や りたい学習 ・研修 内容 がない:0名

パ ソコンがない:0名 イ ンターネ ッ ト環境 がない:0名

学習時間がない:3名

c)ド コカ レに興味 はあ ります か?

す でに ドコカ レメイ トであ るA:0名 ドコカ レメイ トB:4名

興味 があ る:5名

d)看 護 師 と して再就業 を希望す る場合,必 要 と感 じる学習 ・研修 内容(複 数 回答)

解剖 ・生理学:4名 病 態学:4名 パ ソコン関連:4名 法律 ・制度:6名

臨地 実習:6名 看護 管理:4名 看護 倫理:5名 看護 技術:5名

e)臨 床看護 師のスキルア ップのた めに必要 だ と感 じる学習 内容(複 数回答)

解剖 ・生理学:4名 病 態学:7名 パ ソコン関連:8名 法律 ・制度:13名

臨地実習:5名 看護管理:14名 看護倫理:13名 看護 技術:6名

その他(感 染:2名)

(イ)「 看護 と栄養管理」梶井文子 先生

8月30日(土)(回 収9枚)

① 年齢 平均42.6歳

② 性別 男性2名 女性7名

③ 看護 資格の有無 有6名 無3名

④ 本 セ ミナー に参加 した 目的(複 数回答あ り)

ドコカ レのメイ トのため3名 公 開講座 に興味があった

そ の他3名

5名

42



表 「看護 と栄養管理」への感想など

参 加 目的
・ 「看 護 と栄 養 管理 」看 護 師 の役 割 と して 必 須(看 護 師 ,48歳)

・高 齢 者 に 関 わ り どの よ うに した らそ の人 の必 要 な栄 養 が取 れ る の か .生 活 して い く上 で の 質 ・量 につ

い て,む せ る方 が 多 い が どの よ うに 摂 取 した らス ム ー ズ に 摂 れ るの か.(看 護 師,56歳)

・職 務 へ の有 効 活 用(非 看 護 師 ,男 性)

感 想
・理 解 しや す か っ た(看 護 師

,48歳)
・現 実 問 題 を ひ しひ し と感 じる こ とで あ る か ら

,機 会 を 与 え て くだ さっ た こ とに感 謝 しま す.よ ろ し く.

(非看 護 師,68歳)
・老 健 勤 務 に て

,と て もた め に な りま した.ス ク リー ニ ン グ方 法 も分 か りや す い もの が 紹 介 され て い て

よか っ た.具 体 的 で よか っ た です.(看 護 師,33歳)

・人 が 生 き て い く上 で最 も大切 な食 事 ,栄 養 の 基 本 を学 べ た.(看 護 師,56歳)

・資 料 の一 部 印刷 の 具合 か と思 わ れ ま す が ,印 字 の 見 に くい 部 分 が あ りま した.(非 看 護 師,男 性)

⑤ 本セ ミナーに関 しての感想
・老健施設 に勤務 していて ,と て もためにな りま した.ス ク リー ニング方 法 も分 か りやす い

ものが紹 介 されていて よかった.具 体的で よか ったです.

・人が生 きてい く上で最 も大切な食 事,栄 養の基本 を学べた.

⑥ イ ンターネ ッ ト学習環境 について

a)イ ンターネ ッ トの画像や教材 を使 った学習 に参加 してみた い

はい:6名 いい え:1名 不 明:2名

b)イ ンターネ ッ トの電話 を使 った学習 に参加 してみ たい

はい:2名 いい え:4名 不 明:3名

c)イ ンターネ ッ ト上でセ ミナー参加者や 当大学 の教員 間で質 問や情報交換 を行 いたい

はい:2名 いい え:3名 不 明:4名

⑦ 生涯 学習の 内容 として,希 望す る学習 内容

脳梗 塞について(急 性期 ・慢性期対応,リ ハ ビリ)心 疾患

認 知,虐 待,排 泄,褥 瘡予防並び に高齢者 医療 のあ りかた

⑧ 看護 資格 をお持 ちの方 にお 聞き した内容

a)現 在 の就業状況

無職:0名 産休:1名 正規職員:6名

b)ド コカ レに参加 され ていない場合,そ の理 由(複 数 回答)

ドコカ レを知 らなかった:3名 や りたい学習 ・研修 内容 がない:0名

パ ソコンがない:0名 インターネ ッ ト環境 がない:0名

学習時 間がない:2名

c)ド コカ レに興 味はあ りますか

す でに ドコカ レメイ トであ るA:1名 ドコカ レメイ トB:1名

興 味があ る:1名 興味な し:4名

d)看 護 師 と して再就 業を希 望す る場合,必 要 と感 じる学習 ・研修 内容(複 数回答)

解剖 ・生理 学:3名 病態学:3名 パ ソコン関連:3名 法律 ・制度:3名

臨地実習:1名 看護 管理:1名 看護 倫理:4名 看護技術:1名

その他:1名

・長 く離れ れば離 れ るほど,新 しい情報 に うとくなった り技術 面で不安 だった りす る.

e)臨 床看護 師のスキルア ップのた めに必要だ と感 じる学習 内容(複 数 回答)(n=5)

解剖 ・生理 学:3名 病態学:2名 パ ソコン関連:4名 法律 ・制度:3名

臨地実習:2名 看護 管理:1名 看護倫理:2名 看護 技術:1名

その他:1名(栄 養)
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(ウ)「 看 護 師 の 臨 床 の 『知 』 と,看 護 師 が 経 験 を 積 む こ と の 意 味 」 佐 藤

紀 子 先 生

9月20日(土)(回 収42枚)

① 年齢 平均47.0歳

② 性別 男性5名 女性37名

③ 職業 看護職34名 福祉施設 等職 員3名 その他5名

④ 今回の公 開講座 を知 った方法

案内パ ンフ レッ ト33名 新 聞等 の広告2名

知人 ・友人 か ら聞いて5名 本 学教 員か ら聞いて2名

その他1名(上 司に勧 め られ て)

⑤ 講演 に関 しての感想

非常 によかった28名 よか った14名
・臨床 の知 を言葉 とす る ことは難 しい こ とを私 も理解 しています .ナ ラテ ィブによってあい

まい になっている見えに くい実践 を具体 化で きる と思いま した.
・看護 は 「患者 のためにする」 とい う事 を再確認 しま した .

・理想 的な看護師像の提示 と看護師 とい う職業 のす ば らしさを語 っていただいた .学 生には

最高 の講義 と思 う.
・自分の毎 日行 ってい る行為(看 護)が 意味の ある行為だ ったんだ と今 さらなが ら気 がつ き

ま した.
・講師 と同年であ りますが

,講 師 のパ ワー は素晴 らしい と思 います.経 験知 を言葉 にす る機

会 を もっ ともっ と増や していきたい と感 じま した.
・生涯現役で働 きま しょ うとい う言葉 に勇気 を もらいま した .
・自分の今後 の方 向性 を考 え させ られ た .

⑥ 来年 度の特別講演等 で実施 してほ しいテーマ につ いて
・もう一回佐藤先生の講義 を聞きたい .

・職 場で頑張 ってお られ る看護師 ,現 在 の理想 的な看護師 にふれ る機会 がほ しい.
・身体拘束(ミ トンの使用

,転 倒防止 の為 の柵,向 精神薬 の多 用)に 対す る看護

⑦ 看護 師資格 をお持 ちの方 にお聞 き した 内容

a)現 在 の就 業状況

無職:2名 正規職員:30名 非正規職 員:2名

b)イ ンターネ ッ ト学習関連 について

・イ ンターネ ッ トの画像や教材 を使った学習 に参加 してみたい

はい:12名 いいえ:11名 不明:8名
・イ ンターネ ッ トの電 話 を使 った学習に参加 してみたい

はい:5名 いいえ:15名 不 明:10名
・イ ンターネ ッ ト上でセ ミナー参加者 や 当大学の教員 間で質問や情報交換 な どを行 いたい

はい:12名 いいえ:8名 不 明:11名

c)看 護師 として再就業 を希 望す る場合,必 要 と感 じる学習 ・研修内容(複 数回答)

解剖 ・生理学:3名 病態 学:1名 パ ソコン関連:13名 法律 ・制度:12名

臨地実習:13名 看護管理:2名 看護倫理:13名 看護技術:20名

その他:3名(医 療機器,そ の職場 に応 じた業務,医 療 安全)

d)臨 床看護師 のスキル ア ップのために必要 だ と感 じる学習内容(複 数回答)

解剖 ・生理学:6名 病態学:10名 パ ソコン関連:12名 法律 ・制度:13名

臨地実習:7名 看護管理:ll名 看護倫理:20名 看護技術:16名

その他:1名(医 療安全)

e)「 ドコカ レ」 に興味 はあ ります か?

興味 があ る:17名 興味はない:3名 どちらで もない:11名

(興 味がない理 由:時 間がない,高 年齢)
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(エ》 「感染 防御 に関す る新 しい動 き」大久保憲先生

10月4日(土)(回 収44枚)

① 年齢 平均43。6歳

② 性 別 男性3名 女性41名

③ 職 業 看護職35名 福祉施設等職員3名 会社員2名 学生2名 その他3名

④ 今回の公 開講座 を知 った方法

案 内パ ンフ レッ ト:28名 新聞等の広告:2名 ホー ムペー ジ:2名

知 人 ・友人か ら聞いて:2名 本 学教員 か ら聞いて:3名

その他:8名(職 場 で勧 め られ て)

⑤ 講演 に関 して の感想

非常 によかった:15名 よか った:23名

少 し難 しかった:1名 難 しかった:1名
・最新の感染対策 に関す る行政 の動 きをわか りや す く,資 料 もあったの で文面 で確認

こ とがで きま した.

・基本 的な ことか ら最近ニ ュース で話題 になったこ とまで,網 羅 され ていて良かったで

・最新 の情報 ,知 識 をお ききで きて勉 強にな りま した.又,マ スクの有効性 につ いて

くわか りま した.工 夫 して使用 したい と考え ます.
・とて もわか りやす い内容 で理解 しや すかった .臨 床の経験 もあるので,臨 床 を振 り

こ とで,あ れ は よかった,あ れはまず かった と考 えることがで きた.

⑥ 来年度 の特別講演等 で実施 してほ しいテーマについて
・感染管理 はシ リー ズで続 けてほ しい .

・プ レパ レー シ ョンについて

・家族看護 につ いて

・看護記録 ,コ ミュニケーシ ョン
・医療 を と りま く法律 ,安 全 管理,災 害時対応,感 染予防 のよ り専 門的な内容
・終 末医療 の今後(病 院ではない最期の生活の場 を)と 地域で のモデルづ くりにつ いて

⑦ 看護 師資格 をお持 ちの方 にお聞 き した内容

a)現 在 の就 業状況

無職:1名 正規職 員:26名 非正規職員:1名

b)イ ンターネ ッ ト学習関連 について

・イ ンターネ ッ トの画像や教材 を使 った学習 に参加 してみ たい

はい:14名 いいえ:5名 不明:8名
・イ ンターネ ッ トの電話 を使 った学習 に参加 してみ たい

はい:3名 いい え:10名 不明:13名
・イ ンターネ ッ ト上でセ ミナー参加者や 当大学の教員間で質問や情報交換 などを行v

はい:10名 いい え:6名 不 明:11名

c)看 護 師 として再就業 を希望す る場合,必 要 と感 じる学 習 ・研 修内容(複 数回答)

解 剖 ・生理学:13名 病態学:14名 パ ソコン関連:14名 法律 ・制度:8

臨地実習:12名 看 護管理:5名 看護倫理:7名 看護 技術:20名

その他:1名(最 新 のそれぞれの科 の知識)

d)臨 床看護 師の スキル ア ップのために必 要だ と感 じる学習 内容(複 数 回答)

解剖 ・生理学:10名 病態学:14名 パ ソコン関連:15名 法律 ・制度:14

臨地実習:10名 看護管理:12名 看護倫理:17名 看護技術:17名

その他:1名(最 新 の医学)

e)「 ドコカ レ」に興味 はあ りますか?

興味 がある:17名 興味 はない:3名 どち らで もない:7名

(興味 がない理 由:イ ンターネ ッ ト環境がない,時 間がない)
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(オ)「 看護 とロ腔 ケア」柿木 保明先生

11月29日(土)(回 収48枚)

① 年齢 平均44,4歳

② 性別 男性2名 女性46名

③ 職 業 看護職18名 福祉施 設等職 員7名 学生1名 そ の他24名

④ 今回の公 開講座 を知 った方法

案内パ ンフ レッ ト:19名 新 聞等 の広告:1名 ホームペ ー ジ:3名

知人 ・友 人か ら聞いて:9名 本学教 員か ら聞いて:4名

その他:12名(歯 科衛生士会 よ り,口 腔 ケア学会HP,病 院で,訪 問 ケアセ ンター よ り)

⑤ 講演 に関 しての感想

非常 によかった:33名 よかった:14名

表 「看護 と口腔ケア」への具体的意見

看 護 職

● 口腔 内 の知 識 を 多 く得 る こ とが で きま した.

● わ か りや す い 内 容 で 聞 きや す く,自 分 の も って い た誤 解 が と け,必 要 性 や 方法 に根 拠 を もっ て 実 践

で きそ うです.あ りが と うご ざい ま した.

●

●

●

●

・

・

「口渇 に水 」 の 考 え ま ち が え に 反 省 .保 湿 剤 の 使 い 方 も考 え させ られ た.

口腔 ケ ア の 必 要性,保 湿 の 必 要性 が よ く理 解 で きた.

義 歯 の使 い 方,オ ー ラル ウエ ッ ト,オ ー ラル バ ラ ンス の 使 い 方 を 具体 的 に講 義 して 頂 け た.

大 変 お も しろ く興 味深 か っ た,資 料 に メモ 欄 が ほ しか った.話 が 少 し巳].時 間 が な か っ た か ら仕

ノ∫な い か も…

保 湿 が 大切!!!と い うこ とが よ くわ か りま した.口 の 健 康 はす べ て につ なが る と い うこ と も改 め

て わ か り ま した.

手元 に残 る 資料 と して,パ ワー ポ イ ン トの もの が ほ しい.と て も参 考 に な りま した.(2)

福祉関係
●

●

●

・

とて も聞 きや す か っ た.(介 護 福 祉 士)

図 や 絵 柄 に な る 表示 で 説 明 して 下 さ り分 か りや す か っ た と思 い ます.

目腔 ケ ア は感 覚 を よ くす る とい う こ とで,清 掃 の み と思 って い た が,唾 液 等 の 保 湿 力が 大 切.そ れ

に よ っ て の ア プ ロー チ が 重要 とい う こ とを 知 りま した.

特 養 で 経 管 栄 養 の 方 の 口腔 ケ ア を行 っ て い ます.最 近 は 何 回 か 誤 嚥性 肺 炎 を繰 り返 した りす る と,

食 べ られ る の に,胃 ろ うや 経 鼻 に な っ て しま う人 が 多 い と思 う.特 養 で ケ ア を き ちん と行 い,口 か

ら食 べ られ る よ うに な り,胃 ろ うを使 わ な い 人 も増 え て い る.又,III'で もDrよ り食 べ られ ない と説

明 を 受 けた 家 族 な どを説 得 し,ゼ リー の み食 べれ る よ うに な っ た 方 が い ます 。(そ の 方 は,右 マ ヒ

で す が,左 手 で 歯 ブ ラ シ を持 ち磨 き,ブ ク ブ ク うが い もで き ま す.)本 当に 口の 健 康,ケ ア は 大 雰

だ と思 い ます.が,胃 ろ うの 方 で全 部 歯 が そ ろ っ て い る 人 の 口腔 ケ ア は 大 変 で す.開 け な い ,噛 み

つ くで ….

歯科 衛 生 士

● 講 師 の 柿 木 先生 の 軽 快 なテ ンポ の 講 演 ,ち ょっ ぴ り遊 び 心 あ る 内 容 に 引 き 込 まれ,ア ッ とい う問 に

時 間 が 過 ぎて しまい ま した.あ りが と うご ざい ま した.口 の 中 は 「後 ま わ し」 に され て い た こ とが,

多 方 面 か ら 屯要 視 され,熱 心 に取 り組 む 体 制 に な り,ま す ます い ろ い ろ な情 報 を学 習 して まい りた

い と思 い ま す.

● 普段,病 院 で 自分 が 磨 け な い人 に対 して の 口腔 ケ ア を行 っ て い ます .今 同 の 講演 は今 ま での 疑 問(オ
ー ラ ル バ ラ ンス を ケ ア 前後 にや って い て ベ トベ トに して い た …)が 解 決 しま した 。 今 ま で 聞 い た 講

演 で 番 お も しろ く,役 に 立 ち ま した.ま たぜ ひ 聞 き たい です.

● 保 湿剤 を蒸 発 防 止剤 の 使 用 目的 は 知 らず ,施 設 等 で使 っ て い ま した.口 腔 ケ ア 内 乾燥 は とて も多 く

口々 戦 っ て い ま す が,良 い 情 報 が 得 られ て 良 か った と思 い ます.あ りが と うご ざい ま した .

● 口腔 乾燥 の 対応 等 を 具 体 的 に 紹 介 して い た だ き,職 場 で 実 践 で き る内 容 で よか っ た です.

● 日々,乾 燥 症 の 方 の 口腔 ケ ア に もか か わ って お りま す .わ か りや す く ご講 演 い た だ き あ りが と う ご

ざ い ま した.

●T一 苔 除 去 方 法,嘔 吐 反 射 の つ ぼ は 参 考 に な りま した .

●r一 の状 態 が つ ぼ に よっ た り,漢 方 薬 に よっ て よ くな るの は 驚 き ま した.唾 液 の1+6こ つ い て もよ くわ

か り ま した.あ りが と うご ざい ま した 。

● わ か りや す く,口 腔 ケ ア の 大 切 さを伝 え て 頂 き ま した .潤 い は 何 で も大 切 で す ね.心 に しみ ます.

● 日頃 ,高 齢 者 の方 の ドを 診 させ て い た だ い て い る が,基 準 が よ くわ か らな か っ た.今 回 は とて も参
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●

●

●

●

●

●

●

考 に な っ た.

日頃 か ら舌診 に つ い て 興 味 が あ っ た の で 良 か っ た で す.自 分 で も勉 強 して み よ うと思 い ます.

とて も わ か りや す くた め に な りま した 。 が ん ば っ て これ か らの 口腔 ケ ア に と り入 れ て い き た い で す.

2時 間 楽 し く集 中 で き ま した.知 識 と心 あ っ て の 口腔 ケ ア と改 め て感 じる こ とが で き るお 話 で した.

今 後 の 臨床 に 生 か した い と思 い ま す.

とて も参 考 に な る 楽 しい 講座 で した.あ りが と うご ざい ま す.

とて も勉 強 に な りま した.あ りが と うご ざい ま した.今 後 の 仕 事 の 参 考 にな る内 容 が 聞 け て よ か っ

た です.

わ か りや す い 内容 で,口 腔 ケ ア に つ い て 再 確認 で き ま した.あ りが と うご ざい ま した.

口腔 乾燥 に つ い て,今 ま で 知 らな か っ た 事,わ か らな か っ こ と もお 聞 きで き,大 変 良 か っ た です.

ま た,こ の話 の続 き,衛 生 士 と して もっ と深 い お 話 も聞 き た い と思 い ま した.あ りが と うご ざい ま

した.

⑥ 来年度 の特別講演等 で実施 してほ しいテー マにつ いて
・認知症 に関連 した もの等(コ ミュニケーシ ョン,心 理,行 動な ど)

・褥瘡 につ いて .

・摂食 ,嚥 下機能 リハ ビリテーシ ョンについて.

・が ん看護 につ いて .化 学療 法を うける患者 の 口腔 ケアな ど.

⑦ 看護 師資格 をお持 ちの方 にお 聞き した内容

a)現 在 の就業状況

正規職員:14名 非正規職 員:2名

b)イ ンターネ ッ ト学習 関連 につ いて

・イ ンターネ ッ トの画像や教材 を使 った学習 に参加 してみ たい

はい:9名 いいえ:2名 不 明:2名

・イ ンターネ ッ トの電話 を使 った学習 に参加 してみ たい

はい:2名 いいえ:7名 不 明:4名

・イ ンターネ ッ ト上でセ ミナ ー参加者や 当大学の教員 間で質問や情報交換な どを行いたい

はい:5名 い いえ:3名 不 明:5名

c)看 護師 として再就業 を希望す る場合,必 要 と感 じる学習 ・研修 内容(複 数 回答)

解剖 ・生理学:6名 病態学:10名 パ ソコン関連:6名 法律 ・制度=4名

臨地実習:8名 看護管理:2名 看護倫理:3名 看護技術:12名

d)臨 床看護師のス キル ア ップのために必要 だ と感 じる学習 内容(複 数 回答)

解剖 ・生理学:8名 病態学:6名 パ ソコン関連:5名 法律 ・制度:3名

臨地実習:5名 看護管理:3名 看護倫理:5名 看護 技術:10名

その他:1名(教 育学 ・心理学)

e)「 ドコカ レ」 に興味 はあ ります か?

興味が ある:7名 興味 はない:1名 どち らで もない:5名

(興味がない理 由:パ ソコンがない)

(カ)「 高齢 者の ロ腔ケア(演 習)」 原等子 先生

11月30日(日)(回 収29枚)

① 年齢 平均45.2歳

② 性別 男性2名 女性27名

③ 職業 看護職9名 福祉施設等職員4名 会社員1名 その他14名

④ 今 回の公 開講座 を知った方法

案 内パ ンフ レッ ト:10名 ホー ムペー ジ:2名

知人 ・友人か ら聞いて:6名 本学教員 か ら聞い て:4名

その他:8名(職 場 よ り,歯 科衛 生士会 よ り)

⑤ 講演 に関 しての感想

非 常に よかった17名 よかった11名
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表 「高齢者の口腔ケア技術演習」の具体的意見

看護師
●

●

●

・

・

演習 してみてされる側がどんなふうに感 じれるかわか りました.明 日か らの仕事に役立てたいです .
多職種の人が集まりいろいろな意見が聞けてよかった.

歯科衛生士の方と話をしたのは初めてです.歯 科衛生士の方の思いを聞かせてもらいました.た と
えば,退 院→在宅療養患者 さんの口腔の状況や ら,Nsの 今後の役割など.
実際に演習で来てよかった.歯 科衛生士さん との直接話ができ,普 段不思議に思ったことが解決で

きた.

病棟で行 う口腔ケアは,自 己流になって しまっていたので,今 回歯科衛生士 さんと1対1で 実際に
演習を行い,効 果的なケアを学べたと思いますr唾 液線マッサージなど,ど うしても省いて しまっ
ていたのですが,コ ミュニケーシ ョンの面でもとても大切だと改めてわか りました.

福祉関係
● 口の周 りのマッサージ等実演できてよかった.現 場で早速使ってみたいと思います.
● 今まで口腔清掃の基本的な手順等,勉 強することがなかったのでとても勉強にな りま した.又,歯

科衛生士の方からも日頃役に立ちそ うなケアポイント等ア ドバイスをもらえてよかったです.
● 実施をまじえて,わ かりやす く面白かったです.多 職種の交流お話ができ良かったです.
歯科衛生士

● 初めてスポンジブラシを使いました.今 まで使用する機会がなく,自 分 も使われたことがなかった

ので,相 互に体験できて良かったです.

● 演習で,患 者 さんの気持ちがよくわか りました。今度からはもっとや さしく患者さんに接 しようと

思います.
● 在宅に勤めるようになってまだ間もないので,今 回の研修はとてもためにな りま した.演 習を取 り

込んだものはとても楽 しいです.
● 講義 の内容 も昨 日のものとつなが りがあり良かった.相 互実習の体験も感触がわかり良かった.
● 看護師の方か らの普段の口腔ケアの様子をお聞きでき良かったです.訪 問看護の口腔ケアに対する

考え方 も聞け,参 考にな りました.

● 看護職の方と交流できて良かったです.今 後 もこのような機会があった ら嬉 しいです .あ りが とう
ございました.

●

●

●

●

・

・

・

・

・

看護職の立場から話が聞けたこと.

違 う角度か らケアの視点が見れて実習 も参考にな りました.

多職種の方 と直接お話ができたのがよかったです.

看護職 との研修が初めてであ り,今 回の講座の中で改めて多職種 との交流とい うものの必要性 を痛

感 しま した.

なごやかにリラックスした時間を過ごすことができました.演 習については,デ モ してから始めて
いただいたほ うがよかったのではないで しょうか.公 開講座は他職の方 との交流ができてよかった
と思います.

看護大学で口腔ケアをテーマに公開講座 をしていただけたのは我々歯科関係者にとってありがたく

有意義でした.刺 激にな りま した.

マ ッサージを先生に行 っていただき,と ても気持ちよさを体験 しま した.唇 やその回 りのマ ッサー
ジをあま り行っていなかったのでこれからはやっていきたいです.

講演は先生のユーモアたっぷ りのわかりやすい内容の楽 しい時間で した し看護師の方と話 し合える

貴重な時間で した.次 回も講座を開いていただけた らと思います.演 習付きというのがとても良い

と思いました。

歯科医院に勤務 しているため,衛 生士でありながら口腔ケアに関しては,知 識が乏しく,講 義もさ

ることながら,実 習できたことは大変良かったです.今 自分が担当している患者 さんのこれか らに

役立てたせたいと感 じています.先 生のお話はとてもおもしろくケアに対するエネルギーが伝わっ

てきました.元 気をいただきました,あ りがとうございました.

その他,会 社員
● 内容も充実 していて演習がとてもよかったです .具 体的に役立てそうです.
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⑥ 来年度 の特別講演等で実施 してほ しいテーマ につ いて
・引き続 き ,口 腔 ケアを もっ と勉強 したい.
・口腔 ケアに関 し,シ リーズで続 けてほ しい.嚥 下訓練 な どを含 めて…

⑦ 看護 師資格 をお持 ちの方 に追加 でお聞き します.

a)現 在 の就業状況

正規職員:4名 非正規職員:1名

b)イ ンターネ ッ ト学習 関連 について

・イ ンターネ ッ トの画像や教材 を使 った学 習に参加 してみたい

はい:3名 いいえ:0名 不明:1名

・イ ンターネ ッ トの電話 を使 った学習 に参加 してみたい .

はい:1名 いいえ:1名 不明:1名

・イ ンターネ ッ ト上でセ ミナー参加者 や 当大学の教員間で質問や情報交換 な どを行 いたい

はい:1名 いいえ:0名 不明:2名

c)看 護 師 として再就業 を希 望す る場合,必 要 と感 じる学習 ・研 修内容(複 数回答)

解剖 ・生理学:0名 病態 学:2名 パ ソコン関連:0名 法律 ・制度:1名

臨地 実習:3名 看護 管理:0名 看護倫 理:0名 看護技術:2名

d)臨 床看護 師のスキル ア ップのために必 要だ と感 じる学習内容(複 数回答)

解剖 ・生理 学:0名 病 態学:1名 パ ソコン関連:2名 法律 ・制度:1名

臨地 実習:3名 看護 管理:1名 看護 倫理:2名 看護 技術:3名

e)「 ドコカ レ」に興味はあ りますか?

興味 がある:2名 どちらで もない:1名
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2.看 護 学部講義科 目

1》臨床病理学

オー プ ン ・カ レッジ実施講義(平 成20年 度)

講義担 当者:吉 山直樹(本 学)

講義 は,す べて月曜 日の1限 ・2限 の2コ マ の通 し

〔テーマ〕

オ リエ ンテー シ ョン

1.バ イ タルサ インの意 味,死 の徴候

2.胸 痛,息 切れ,呼 吸困難,動 悸

3.壊 死,循 環 障害,動 脈硬化,梗 塞,冠 状動脈硬化症

4.変 性,過 形成,心 筋症,心 不全,先 天性 心疾 患,

PO

ρ
0

7
・

只
)

〔開 講 月 日〕

10月6日

10.月6日

10月6日

10.月27日

末梢動脈疾 患

10.月27日

不整 脈11.月10日

心電図11月10日

血圧 調節の異常11月17日

炎症,体 温調節異常,頭 痛,発 熱,痛 み,感 染症概説,多 臓器 不全

11.月17日

9.ウ ィル ス感染症,AIDS,イ ンフル エ ンザ

10.呼 吸器感染 症(気 管支喘息,肺 炎,肺 結核)

11.閉 塞性 肺疾患,在 宅酸素療法,在 宅 医療一般

12.喫 煙 と健康 障害

13.加 齢 に伴 う変化(老 化,萎 縮),不 安 と対処行動

14.疾 病 と生活 習慣,生 活調整 の方法,行 動変容

15.遺 伝子,遺 伝病,ゲ ノム治療

16.性 ・生殖 に伴 う諸問題,性 同一性障害,性 行為感 染症

17.血 液疾患

18.内 分泌疾 患(下 垂体 ・甲状腺)

19.内 分泌疾患(副 甲状腺 ・副腎 ・その他)

12月

12月

12月

12月

2月

2月

2月

2月

1日

1日

8日

8日

2日

2日

9日

9日

2月16日

2月16日

2月23日
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2》成人看護学 皿



(ウ)授 菜内容

平成20(2008)年 度 成人看護 学11時 間割
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(エ 》 受 講 状 況 と メ イ ト さ ん か ら 寄 せ ら れ た 感 想

10月31日(呼 吸器1):受 講 者1名

・ び っ く りす る ぐらいの速 さですす み ,文 字 を追 うの が精 い っぱい で した.時 々の

問題 で考 えが整 理 され ます.呼 吸器疾 患 の方 も在 宅で増 え,在 宅 酸素療 法 を導 入

す るか ど うかが最 大 の ポイ ン トで もあ ります.「 生 活」 と 「治療 」 を どの よ うに

担 当医 に報告 してい くか,と て も考 え させ られ ま した.

11月28日(呼 吸器4):受 講 者1名

・ 秋 ～冬 に かけ ,呼 吸器 疾 患 の方 の悪 化 が,多 く(毎 年 の こ とです が)タ イ ム リー

な内容 で した.通 常,滅 多 に出 くわ さな い呼吸 不全 → レス ピ レー ター →気 切 とな

った方 もい て,講 義 と並行 して,種 々の こ とを考 え させ られ ま した.

・HOTの 方 は多 く,入 浴 や 動作 時 の状態 につ いて,常 に評価 が必 要 と感 じます.と

て も参考 にな りま した.

11月28日(循 環器1)=受 講 者1名

・ 循環 器 時代 はメ タボだ な あ と思 い なが ら聞 きま した .一 番 感 じるの は不整 脈→ 脳

梗塞 となって い る方 が地域 で は多 い とい うこ とです.服 薬 管理 が できれ ば防 ぐた

か も と思 いつ つ,病 院⇔ 地域 連携 の必要 性 を考 え させ られ ま した.

12月5日(循 環 器2・3):受 講者2名

・1年 生 の臨床 病理 学1と リンク して いて ,講 義 終 了後,間 もない ので とて もわ か

りやす かっ た.誘 導 の覚 え方 は こんな こ とまで,テ キス トにの って い るのか?と,

び っ く りま した.

12月12日(循 環器4・ 消 化器1):受 講 者2名

・ 生活 習 慣病 は最 も看 護職 の力 の発 揮 どころ.よ く疾 病 につ い て知 ってい な い と説

得力 が ない かな と思 って,受 講 させ て いた だい てい ます.
・ 何 度 か講 義 を聴 きな が ら,ふ と 「福 祉 現 場」 の看護 職 の 離職 率 の 高 さを考 え た.

「臨床 」 と言われ る病 院Bedサ イ ドとの,"最 先端"と の レベル の 差.そ うで あ

りな ら本 当に限 られ た人員 の 中で の責任 の重 さ.「 看護 職 」 と しての役 割,そ し

て チー ムア プ ローチ.「 福祉 」 はつ ま らない分野 で 臨床 で は厳 しい看 護 職 が働 く

場 とい うイ メー ジ も聞 いた こ とが あ る.在 院 日数 が減 る中で地域 ・福 祉 分 野 で働

く看護 職 の役 割 がか わ って きてい るよ うに感 じる.こ の よ うな機会 を得 なが ら入

院施 設へ の理 解 を はか り,福 祉 分野 の看護 職 の意 識 改革 ・役割 再確認 がで きれ ば,

本 当 はお も しろい分 野 なんだ け どな あ… と感 じて います.

12月16日(特 別 講演):受 講 者1名

12月19日(消 化 器2・3):受 講 者2名

講 師への質問
・ 灌 注排 便 法(パ ン フに あ りま した)の 必 要物 品 は どん な もので しょ うか?

感想 な ど
・ 胃瘍 のPtで 早 く経 栄養食 を(1時 間)注 入 す る と低血 糖 に な る方 がい て,理 由が

わか らな か ったの です が,本 日よ くわ か りま した.(パ ー キ ン ソン病 の方 です が)

・C型 肝炎 →肝Caが 地域 で はま だま だ よ くみ られ ます.ウ ィル ス検査 が 可能 とな

り,や がて は減 って くるのだ ろ うと思 われ るのです が,在 宅で の生活 支援 のた め

に基本 的 な こ とが学 べ ま した.

1月23日(腎 ・泌 尿器3):受 講者2名/1月23日(内 分 泌 ・代 謝1)=受 講 者1名

・ 透析 の方 も増 え ,種 々の 自覚 症 状 ・訴 え を聞 きます.普 段 は元気 に してい る方 も

多 く,そ の病 態 の重 さを忘れ が ち にな ります.再 確 認 す る こ とで これ か らの 支援

に参 考 に な りま した.
・ 低塩 食 を食 べ られ ない 時期 が あ った こ と,献 立 をたて て試食 してい ない こ とは,

患者 の こ とを ない が しろ に して います.生 き るた めに は食 事療 法 の円?が 大 切 と

痛 切 に週刊 誌 に載 って いま した.
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1月30日(内 分泌 ・代謝2):受 講者2名

・ 糖 尿病 は"日 常的"に よ くみ られ る疾 患 でイ メー ジが とて もつ きやす い .境 界型

糖尿病 の在 宅の寝 た き りの方 は,慣 例 の よ うに経 口血 糖 降下剤 の処 方 が あ り,朝

に低 血糖,意 識 障 害 とな った りす る こ とが しば しば あ ります.き っか けは 発熱,

床 ず れ だ った りす るのです が,普 段 か ら何 の薬 を使 ってい るの か十分 に把 握 す る

こ とが大 切 だ と感 じま した.今 日の講 義 を聞 きつつ,昨 日,半 日付 き合 った 方 は

血 糖値 大 丈夫 か な… と不安 に な りま した.す ぐ確認 します.

1月30日(生 殖 器):受 講 者1名

2月6日(生 体 防御1):受 講者1名

・ 知 人 にSLEの 方 がい ます .SLEの 症 状 は ス トレス(出 産)で 出現 す るの か,何

を もって事 前 に把握 で き るで しょ うか.4項 目以 上な けれ ば診 断 は無 理 で しょ う

か.

2月6日(生 体 防御2):受 講 者1名

・ 不適 切な抗 生剤 の使用 とは具 体的 に ど うい うこ とで しょ うか .
・ 医師 は教 育 年代 で指 示 の仕方 が 異 な ります .当 施 設 で多臓 器 不全 を起 こ して亡 く

な られ た方 が い ます.薬 剤処 方 の あ り方 につ い て考 え させ られ ま した.

2月13日(血 液 ・造血 器1.2):受 講者1名

講 師への質問
・ ク リー ンル ー ムは何 を もっ て ク リー ンル ー ム とい うのか(テ レビで は塵埃 を取 り

除 い てい る と言 ってい たが).無 菌食 とは何 を もって無 菌 食 とい うのか(給 食 の

場合,食 中毒 を防止 す るた め に食 事 中 の温度 を一 定の 温度以 上 に とあ った が).

感想 な ど
・ 臨床 心理 士 がチ ー ム医療 に必 要 かな?と 思 いま した .移 植 医療 はお金 次第 の とこ

ろ もある ので しょ うか.

54



3)老 年看護学

2009年 度後期開講科 目である,2年 次2単 位必修の老年看護学nを 時間割表のよ うに公開し

た.ま た,各 回の参加人数 と感想などは以下の表のとお りである.各 回ともほぼ毎回,参 加希

望者があった.参 加者の都合による当日不参加,途 中退室することなどがあったが,熱 心に参

加 している様子が うかがえた.特 に,今 までの経験 と照らし合わせて振 り返ることができたこ

とが感想などか らわかる.ま た,新 たな知見を求め,文 献を借 りに来た り,資 料を参照したり

する様子がみ られた.学 部科 目である老年看護学の公開へのニーズがあることを感 じ,来 年度

前期科 目の公開も視野に入れて検討 したい.ま た,今 回はゲス トスピーカーの回は参加不可と

したが,感 想などからより新 しい知見を求めるならば,公 開をしていくことも検討する予定で

ある.

表 メイ ト参加状況および感想など
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平成20年9月29日

平成20(2008)年 度 老 年 看 護 学 皿 時 間割

到達 目標

1.高 齢者の心身に生 じる加齢変化の成 り立ちと生活への影響,並 びにその評価方法を理解

する.

2.老 年期特有の健康障害の成 り立ちと生活への影響を理解する.

3.生 活障害,健 康障害に適 した看護の方法を,自 立支援 とい う視点から理解する.

4.認 知症の高齢者,急 性期並びに終末期にある高齢者に対する看護の方法を理解する.

5.介 護家族や高齢者ケアシステムについて理解 し,政 策的課題に対する関心を深める.

*

石『二有 護 子 且開 語 ガUノ ブり,工 記 絹 炉 り 帥 刀'は帥-日'1一よ ソ公 囲 い に しよ尼/v.貝 轡 レノ箏 湘W創y目"

が あ りま す の で,公 開 授 業 受 講 の 際 に は,事 前 に ご連 絡 をお 願 い い た します.

ま た,一 部 日程 が 不確 実 な 部 分 が ご ざい ま す.日 程 変 更 な どが 生 じた 場 合 に は 速 や か に ご連 絡 い

た しま す.
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4)学 習会

(ア)ス キル学習会 の実施

日時:2009年2.月12日(木)18:00～19:30

場 所:新 潟県立看護大学 多 目的室

概 要:「 簡 易エネルギー代謝 測定器METAVINE開 発 の経緯 栄養ケア ・マネジメ ン トで

の活 用の可能性」 と題 し,開 発者の株 式会社 ヴァイ ン社鳥井嘉彦氏 をお迎 え し,

今回は開発者 による開発経緯 と,保 健 ・医療 ・福祉分野で の活用 の可能性,メ タ

バイ ンの取 り扱 い についてデモ ンス トレー シ ョンを していただい た.

ドコカ レプ ロジェ ク トで は,今 年度,文 科省の社会人学び なお しの一環 として,

栄 養お よび 口腔機 能向上 に関す る公開講座 を企画 した.現 在,臨 床現場で は,入 院

患者や 高齢者 の栄 養ケア ・マネ ジメン トにおいて,様 々な指標 が必要 とされ ている.

その中で,そ の人 の栄養所要 量を推 定す る基礎代謝 量に関 しては,推 計値 が多 く用

い られ てい るのが現状 であ るが,高 齢者 では とくに体格 の特異性 が高 く,推 計値 も

十 分ではない ことが指 摘 され てい る.そ こで,今 回,簡 易エネルギー代謝測定器

METAVINEに 着 目 した.こ の器械 は,こ れ までの基礎代謝測定器 と比較 して,携

帯 可能 であ り,測 定時間 も短いた め,さ ま ざまな臨地 ・臨床 での活用 しやすい こ と

が特徴 である.

参加者 は,本 学教員 を中心 に12名 で,当 日,講 演者 の許諾 を得 て ビデオ撮 影 を

行 い,後 日,バ ー チャル ・カ レッジで公 開 した.内 容 は,基 礎代謝の基礎知識 か ら,

エ ネル ギー代謝 の原理 な ど専 門的内容 に も少 し触 れなが ら,実 際の測 定を体験 し

た.参 加者 の感想 な どか ら,携 帯性 に優れ たこの器械 の有用性 と,デ ー タ管理の容

易 さな どか ら,様 々な応用 の可能性 が考え られ るな どの意 見が出 され ていた.



V.バ ー チ ヤ ル ・カ レ ッ ジ

執筆 者(順 不 同):吉 山直樹,橋 本 明浩,永 吉雅人,

堀 良子,水 澤 久恵,岡 村典 子



平成20年 度 に公 開 したバーチ ャル ・カ レッジの一覧

(本学 関係者 は敬称 略)

1.公 開 講 座

(再掲,た だ しバー チャル にて公 開 した もののみ示 す)

【収録 日】

1)ド コカ レ操 作入門7月26日

2)医 療事故 と医療 安全管理8月6日

医療事故 をめ ぐる新 しい試み8月6日

3)看 護師 の臨床 の 「知 」 と,看 護 師が経験 を積む ことの意味

9.月20日

4)感 染制御 に関す る新 しい動 き10.月4日

5)看 護 と口腔 ケア11月29日

2.看 護 学 部 講 義 科 目

【担当教員(本 学)】

1)臨 床病理学

2)基 礎看護技術演習

吉 山

堀,水 口, 岡村,水 澤
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1.概 要

本事業 で開催 してい るバーチ ャル カ レッジの概要 を図4に 示す.人 型 の画像 はゲス トユー

ザ(登 録 が無 い者)で も見 ることがで きるこ とを しめ し,さ らに鍵が つ いてい るものは,ゲ ス

トユー ザが受 講で きるが暗証 キー が必要 であるこ とを示す.

第97回 看 護 師 国 家 試 験

一ドaカレづロジェクト趣 第97回看護師国家試験

トピックアウ トライン

面なたは 橋本 明生浩 としてログインしていミ

・ 必1彦問題制限 時間 は3◎分です 。必 修問題 は24問 以上 正答しない場 合は他の 問題

が満 点でも不 合格 となります。

.客 観 問120問 です。制限時 間は2時 間です 。

試験問題

阻 必峰問題3醐

Eユ午前の部 穏◎問

団 午後の部go問

あなたは 橋本 明生浩 としてログインしています。1学生(通 常のロールに戻る}

Homel

図3一 般 に開放 され ているCBT画 面の例
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鑑 如 回着護師国竃試験1

盈 授回看護師国蒙試験

盤 縣回着誰師国霧謡験

笛 鵯 回看護師国竈試験:

鑑 購 回看護師国欝試験

笙 鵯 回保健師国寒試艶

㌘Q、 摯 王審謡。

第 澱 回 保 腱師 国 籠 鵡:整

1口 「 凸 玉寓謡 験

.く 胆,、 釜窺 謡 験

蹴o昼 蒸郵 謡 。革

盤蟹1回助産師国家試験

8一ロ具 灘家謡験

笛 総 回助産師国憲誠験

藍$7回 助産師国箋華試験:

う糎 養庫

7鐘
識r智 騰 璽 知 、レ 心講 邦 経 、笛膚 街 …歯蔚貴"

;感染制御に関する新しい動き

窟 專門1瀾 講座
舳i轄

.レ ゲ ア

カ ノ'入

害 ・一十7ミナ ー

圃…薄 彫 蜘 曾 窪ナ
ー

玉 蓬差 レ必 諌 諏 等田

バーチ ャル カ レッジ開講科 目図4
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2.特 別 講 演

1》護師の臨床 と 『知』と,看 護師が経験 を積む ことの意味

看 護 師の 臨床 と『知』と、看護 師 が経験 を積 むことの意 味 あなたは歴

一ドコカレゴロジェクトレ 看護師の臨 床とr知 』と、看護師が 経験を積むことの 意味

トビックアウトライン

ぼ ニュースフォーラム



2》感染制御に関す る新 しい動き

感染制御に関する新しい動き
ギコカレゴロジェクトレ感染制御に関する新しい動き

λ

落動 懸

フォーラムの検索 鶯

トビックアウトライン

ξ野ニュースフォーラム

あなた

②1膏

=團
検索オゴション②

管哩

a'一スカテゴリ

感 染 制 御 に 関 す る 新 しい 動 き

東京医療保健大学 六学院 感染制御学 教授 六久保憲 先生

一

薗 ●』"a-《
40.06)

議i義仁遡(37、i8)

.(3.44}

配布資料は印刷ができないようになっています。

図6感 染 制 御 に 関 す る 新 し い 動 き















4.看 護学部講義科 目

1)臨 床病理学

バーチ ャル ・カ レッジ公 開講義(平 成20年 度,一 部は予定)

講義 担 当者:吉 山直樹(本 学)

講義 は,1コ マ90分 の講義 をお よそ3つ に分割 し,約20～30分 の長 さの ものを1単 位 とし

た.

〔テー マ〕

1.バ イ タルサイ ンの意味,死 の徴候

2.胸 痛,息 切れ,呼 吸困難,動 悸

3.壊 死,循 環障害,動 脈硬化,梗 塞

冠状動脈硬化症

4.変 性,過 形成,心 筋症,心 不全

先天性心疾患,末 梢動脈疾 患

5.不 整 脈

6.心 電図

7.血 圧 調節の異常

8.炎 症,体 温調節異常,頭 痛,発 熱,痛 み,

感染症概説,多 臓器 不全

9.ウ ィル ス感染症,AIDS,イ ンフルエ ンザ

10.呼 吸器感染 症(気 管支喘息,肺 炎,肺 結核)

11.閉 塞性肺疾患,在 宅酸素療法,在 宅 医療一般

12.喫 煙 と健康 障害

13.加 齢 に伴 う変化(老 化,萎 縮),不 安 と対処行動

14.疾 病 と生活習慣,生 活調整の方法,行 動変容

15.遺 伝 子,遺 伝病,ゲ ノム治療

16.性 ・生殖 に伴 う諸問題,

性 同一性 障害,性 行為感染症

17.血 液疾患

18.内 分泌疾患(下 垂体 ・甲状腺)

19.内 分泌疾患(副 甲状腺 ・副腎 ・その他)

(ア)目 的

疾病を持つ人間を全人的にみつめ,人体の構造機能から学んだ生命維持 と日常生活行動が病

的状態に至る基本的過程を理解 し,環境や生活のなかで形成された個人的対処行動や医療的対

処行動についての基礎知識を学習 し,回復を促進 させる看護の専門性を獲得することを目的と

しています。
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(イ》 構成

この授業は表1の 学習内容にわかれています.こ の臨床病理学のPDF資 料はすべて印刷でき

ます.

図14臨 床病理字 の画 面
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表1臨 床病理学の各題名 と撮影時間
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〔ウ)オ ンライ ン課題
一 二 一

図15臨 床病理学オンライン課題提出画面
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2》基礎看護技術

基礎看護 技術のバーチ ャル カ レッジを作成 した.概 要 を表2に 示す.
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(ア》 基礎看護学領域 看護技術学 注射法

図16基 礎看護学領域 看護技術学 注射法画面1
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図17基 礎看護学領域 看護技術学 注射法画面2
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(イ》 実践基礎看護学 血圧測定

図18実 践基礎看護学 血圧測定1
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図19実 践基礎看護学 血圧測定1
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(ウ》 基礎看護技術 静脈血採血

図20基 礎看護技術 静脈血採血
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(エ》 基礎看護技術 体位変換 移乗 ・移送

図21基 礎看護技術 体位変換 移乗 ・移送画面1
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図22基 礎看護技術 体位変換 移乗 ・移送画面2
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(オ)基 礎 看 護 技 術

学習目標は,
1

2

り
0

4
⊥

静脈血採血

静脈血採血法の基礎知識 を理解する

静脈穿刺技術を理解する

採血困難時の対処方法について理解する

採血後の器具,検 体の取 り扱いを理解する

のdっ で 才

図23基 礎看護技術一静脈血採血
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(カ)基 礎看 護技 術 ベ ッ ドメーキ ング ・リネ ン交換

練習 して いく際 に,これでい いの かな,う ま くいか ない なと思った ことは あ りませんか?

自己流で間違 った方法 で続 けるの ではな く,正確 な方法 を身 につ けま しょう,

ベ ッ ドメ ー キ ン グ と リネ ン 交 換 の 手 順 書 を 見 直 し,手 順 と技 術 ポ イ ン トを 見 直 し ま し ょ う.
}}で の ‡耕 將潤 ノ ・ノ1、の 面了イ免友 矢 老Lrl串1rろ

図24基 礎看護技術一ベ ッ ドメー キング ・リネ ン交換 トップ画面
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図25基 礎看護 技術一ベ ッ ドメー キング ・リネ ン交換

(「クロー ズ ドベ ッ ド」 と 「オー プンベ ッ ド」)
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《キ)ベ ッ ドメー キ ング ・リネ ン交換 自己学習用写真教材

練習 してい く際 に,こ れ でいいのかな,う ま くいかないな と思った ことはあ りませ んか?

自己流で間違 った方法 で続 けるの ではな く,正 確 な方法 を身 につ けま しょ う.

・ベ ッ ドメー キング とリネ ン交換 の手順書 を見直 し,手 順 と技術 ポイ ン トを見直 しま しょ う

図26ベ ッ ドメー キング ・リネ ン交換 自己学習用写真教材
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5》 ドコカ レメイ トの募集

募集期 間2008年3月 より随時問い合 わせ の受 け付 けを開始 し,7月 よ り ドコカ レメイ ト

の募集(登 録)開 始 を します.ド コカ レ第一期生 は2008年8月 か ら2009年8月 末 まで の期

間の登録 とな ります.一 期生の募集 期限は2009年3月 ごろまでを予定 しています.

6》 ドコカ レ参加条件

原則 として次の2つ の条件にあてはまる方を対象に します.以 下の条件に当てはまる方で

あれば誰でも参加できます.

1)看 護師の免許を持っている方

2)以 下のような学び直 しニーズを持っている方

① 看護技術や最新の医療や制度に不安がある方

② 産後,長 期育休をとって復帰す る予定の方

など,基 本的にはニーズがある方に対応 します.

7)ド コ カ レメ イ トとは

ドコカ レメイ トとは,「 ドコカ レ」 プログラムへ の参加者 の呼び名 で,

この参加者 を 「メイ ト」 と呼び ます.

メイ トには2種 類 あ ります.ご 自分の興味関心 に応 じて,い ずれかの受講形態 を選択 して

メA:a口,,

者 を優 先 させ ていただ きます.

メイ トB:基 本 的に無制 限です が,オ ープ ン ・カ レッジ科 目の中に受講人数 の

制 限があ る場合 があ ります.

8)修 了証 の発 行

コース,あ るいは科 目受講 が修 了 した と認 定 された ら,そ の度 に1枚 発行い た しま

す.原 則 として,修 了証の再発行 はい た しませ ん.
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9)申 し込み か ら受講の流れ

ドコカ レメイ トの登録 申請手順

1)参 加 申込書 に必要事項 を記入 し,ド コカ レ相談窓 口(事 務局)に 提 出 します.提

出す る方法は原則 として,WEB登 録 も しくは直接事務 局での 申 し込み としま

す.個 別 に対応 いた します ので,ご 不明な点はお問い合 わせ くだ さい.

2)メ イ ト登録 の制限:メ イ トAで の受講 をご希望 の場合 ,募 集 定員 をオーバ ー し

た場合,ご 期待 に添 えない場合 があ ります.

3)受 講 のお手伝 い:受 講 に関 してはガイ ドチ ュー ター が科 目選択 をお手伝 い しま

す.受 講科 目を変更す る際 にも ご相談 下 さい.

10》 ドコ カ レメイ トへ の メ ッセー ジ

ドコカ レは,あ なたが学び直 しを して,看 護職 と しての 自信 と誇 りを高め るための

プ ログラムです.基 本的 には学ぶ講座 も内容 も学び方 もあなた次第.あ なたの ご意 見

に よ り ドコカ レも進化 します.是 非,参 加 してみて,あ なたの学び を深め るための ご

意 見をお待 ち して います.

2.ど うぞ,ご 相 談 を

1)事 務 的な こと

ドコカ レの総合 的な相 談窓 口は,大 学内に ある 「看護研 究交流セ ンター」にな りま

す.

このセ ンター は,県 民 の保健 ・医療 ・福祉 の向上に寄与す ることを 目的 として大学

の開設 時 に併設 され,看 護 に関 して地域 お よび行政がかか える課題 の研 究や公開講座

な どの地域支援事業 を行 っています.

看護 師の学び直 しを支援す る 「ドコカ レ」について も総合 的な相 談業務 を看護研 究

交流セ ンターが担 います.

担 当職員 が看護 研究交流セ ンター にて申 し込みや受講方法,受 講料 な どの事務 的な

お 問い合 わせ にお答 え します.

また,教 育 内容 につ いてのお問い合 わせ に も担 当教員 と連携 して対応す るな どワン

ス トップ本発能 左博 った相nk口 で一古
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2》ITに 関連 した内容の こと

相 談 窓 口 と して,橋 本 准 教 授(025-526-3110)と 永 吉 助 教(025-526-3125)が 担 当 さ せ て 頂 き ま

す.

パ ソコンの使用に関 して は,概 して言 えば,「5年 以 内に購入 した」パ ソコンであれば,処

理速度 の問題 はあ るに しろ,使 用で きる と考 えられます.し か し,購 入価格や性 能,使 用状況

に よって個々で大 きく状況が異な るた め,個 別 に相談 に応 じさせ て頂 きます.そ の際 には,パ

ソコンを操作 でき る状 態に して,以 下の情報 をご用意の上,上 記担 当者 まで ご相談 くだ さい.

● パ ソコンの性能 の主 な三 点 「OS,CPU,メ モ リ」:以 下の手順 に従 って,ご 確認 くだ さ

い.な お,WindowsVistaを 例 として説明 させて頂 きますが,Windowsで あれ ば,同 様

に確認 で きます.

1.「 ス タ ー トボ タ ン」 を ク リ ック→ 「コン トロール パ ネ ル 」 を ク リック して くだ さ

い.

図27ス ター トボ タンとコン トロールパ ネル
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2.「 シ ス テ ム とメ ンテ ナ ン ス」 を ク リック して くだ さい.

図28コ ン トロ ー ル パ ネ ル.

R「 シ ス テ ム1夕 ・ク リ ッ ク1で ぐ が さ い

図29シ ステ ム とメンテナ ンス
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4.「WindowsEdition」 と 「プ ロ セ ッ サ 」,「 メ モ リ」 を メ モ し て く だ さ い.

図30シ ステ ム

3》よ くあ るQ&A

-
⊥

-
⊥

息

ん

受講 料や費用 は どの くらいかか るので しょ うか?

原則 と して受講 料 はか か りませ ん.大 学施設 の使 用 に関 して も無料 で

す.た だ し,講 座 の 内容 に よ り演習物 品 の実費購入 な ど一部 負担 な ど

をお願 いす る場合 が あ ります.

Q.2

A.2

講座 を受講途 中で就職す るな どして受講 を中断 しな くてはな らない

場合 は,認 定証 をも らえないので しょ うか?

基本 的に は所定 の内容 を受 講終了 した方 に認定証 を発行 いた します.

ドコカ レメイ トAま た はBの コー ス内容 に よって,書 式 が変 わ りま

す.コ ー ス入会案 内の ドコカ レメイ トの募集 の項 を ご参照 くだ さい.

Q.3

A.3

途 中か ら講座 を受 講す る ことは可能 です か?

講座 の内容に よ りますの で,ご 相談 くだ さい.

4
⊥

4

0
Ψ

ん

病院実習 の際 には,白 衣や ナース シュー ズな どを用意 す るのですか?

各 自で ご準備 い ただ くもの もあ る と思 いますが,詳 細につい ては実習

施設 の状況 に よ り変 わ ります ので,実 施 時に ご案 内いた します.
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VII.ド コ カ レの ホ ー ム ペ ー ジ を 見 る た め に

メ イ ト用

(ド コ カ レMoodleマ ニ ュ ア ル メ イ ト用)

執筆者:永 吉雅人
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0.は じめ に

ドコカ レのバ ーチ ャル カ レッジは,自 宅や 学校 な ど,イ ン ター ネ ッ トが利 用で き るPC

が あ る ところで あれ ば,ど こか らで も利 用 でき ます.そ の ため に ,ド コカ レの ホー ムペー
ジはMoodleと い う教育 管理 ソフ トで作成 され て います .こ こで は,ド コカ レの ホー ムペ
ー ジを見 るため に

,最 低 限知 ってい て ほ しいMoodleの 操 作方 法 を説 明 します.基 本 的 に

は,何 度 か利 用 すれ ば,直 観 的 に操作 が で きる よ うにな るで しょ う.慣 れ るまで は,幾 度

とな く,以 下 の説 明 を読み な が ら作 業 して 下 さい.以 下 では ,毎 回必要 にな る,

1.ロ グ イ ン 操 作,

そ して,初 回のみ一度だけ必要な,

2.プ ロ フ ア イ ル の 変 更,

について説明 します.ま た,そ の後,利 用するにあた り,主 な操作 となる,

3.コ ー ス の 選 択,

4.ア ッ プ ロ ー ドの 仕 方,

5.小 テ ス トの 受 け 方,

6.評 価 の 確 認,

7.サ イ トニ ュ ー ス と コ ー ス の ニ ュ ー ス,

8.掲 示 板,

につ い て,説 明 します.
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1.ロ グ イ ン操 作

ログイ ン とは,メ イ トであ る 「あな た」が 「あ なた」で あ るこ とを知 らせ るた めに行 う

操 作 です.ロ グイ ン を行 うと,メ イ トと して ドコカ レの情 報 を閲 覧 ・利 用 す るこ とが で き

るよ うにな ります.こ の操作 は,ド コカ レの ホー ムペ ー ジ を見 る とき には毎 回必要 にな り

ます.ロ グイ ン操 作 の仕方 を,以 下 の手順 に沿 っ て説 明 します.

1.ウ ェ ブブ ラ ウザ(イ ンタネ ッ トエ クス プ ロー ラetc)を 起動 して,URLに

「http:〃dokokare.nugata-cn,ac.jplmoodle/」 を入 力 して くだ さい.例 えば,イ ン タ

ー ネ ッ トエ クスプ ロー ラで あれ ば ,図31の1の 場 所 に な ります.入 力後,ど こで も

カ レッジ プ ロジ ェ ク トの ホー ムペー ジが表示 され ます.次 に,図31の2の 場 所 の

「ログイ ン」 をク リック して くだ さい.

図31ド コカ レホー ムペ ー ジ の トップペ ー ジ とログイ ン
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図32ロ グイン画面
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2. .プロ フ ア イ ル の 変 更

プロファイル とは,プ ロフィールつ まり自己情報 を示 します.プ ロファイル を記入す る

ことによって,教 師や他のメイ ト,学 生に 「あなた」が どの ような人なのかを表示 させ る

ことができます.も ちろん,知 られた くないことは記入す る必要はあ りませ ん.

ここで,メ ール ア ドレスに 「携帯のメールア ドレス」を記入す ることによって,ニ ュー

スを携帯のメールに送信 させ ることができます.こ れは,普 段 日常的 にイ ンターネ ッ トを

利用 しない人に とっては,と ても便利なことだ と考え られます.こ の変更は,初 回に一度

変更すれば,そ れ以降行 う必要はあ りません.以 下,プ ロファイル の変更の仕方を,手 順

に沿って説明 します.

1.ロ グイ ン した後,図34に 示す,「 自分 の姓名 」 を ク リック します.

図34ロ グイン後の画面(プ ロファイル変更画面へ移動)
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1.こ こで は,公 開 され てい るプ ロフ ァイ ル の内容 が表示 され てい ます.つ ま り,教 師や

他 の メイ ト,学 生 は,あ な たの プ ロフ ァイル と して,表 示 され てい る内容 を み るこ と

がで きます.次 に図35に 示 す,「 プ ロフ ァイ ル の編集 」 タブを ク リック します.

図35プ ロフ ァイ ル の トップ画 面
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3.図36に 示 す,プ ロフ ァイル の編 集画 面 に移 ります.こ こで,姓 名 に誤 りが あ る場合

は,修 正 して くだ さい.逆 に,こ こで記 入 され てい るもの が,「 あな た」 の姓名 とし

て表 示 され る こ とにな ります.

図36プ ロファイルの編集画面 と姓名 の確認
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図37プ ロファイルの編集画面 とメールア ドレスの確認
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図38プ ロファイルの編集画面 と自己紹介の編集
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図39プ ロファイルの編集画面 とプロファイルを更新

105



図40プ ロファイルの トップ画面 と更新 した内容の確認
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3.コ ー ス の 選 択

コー ス とは,学 校 でい う授 業 科 目 とお考 え くだ さい.コ ー スを選 択 は,学 校 でい う履修

届 を提 出す る こ とに対応 付 け られ ます.選 択 後 は,ロ グイ ン完 了後 の画 面 か ら,す ぐにア

クセ スす る こ とがで き るよ うにな ります.コ ー スの選択 の仕 方 を,以 下 の手順 に沿 っ て説

明 します.

1.コ ー スカ テ ゴ リの 中か ら,選 択 したい コー ス をク リック します.図41で は例 として,

「基礎 看護 技術 感 染予 防 」 を選 択 してみ ます.ま た,選 択 した コー ス は,マ イ コー

ス に表 示 され,ア クセ ス しやす くな って います.図41で は,「 情 報処理 演 習」 が選

択 して い る コー スで あ る こ とが確認 で きます.

図41コ ー ス の 選 択 とマ イ コ ー ス
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2.図42は,コ ー ス選 択 の確 認 画面 です.「Y獄$」 ボ タンを ク リック します.

図42コ ース選択 の確認 画面

3 図43は,コ ー ス選択 完 了 した画 面 で,こ の コー スの トップペー ジ です.こ の状態 か

ら,こ の コー スは準備 中で,中 身 が存 在 しな い こ とが わか ります.こ こで,選 択 した

コー スがマ イ コー ス に追加 され てい る ことが確 認 で きます .(な お現 在 は,こ の コー

スは しっ か りと整備 され て い ます .)

図43コ ー ス選 択完 了画 面(こ の コー スの トップペ ー ジ)
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4.図44に 示 す ロ グイ ン後 の トップペ ー ジに も,マ イ コー ス と して追加 され て お り,ア

クセ ス しや す くな ってい ます.

図44コ ース選択完了後 にお けるログイ ン後の トップペー ジ
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4.ア ツ プ ロー ドの 仕 方

課 題 に取 り組 ん で い る と,提 出物 をア ップ ロー ドす る よ うに指 示 され る こ とが あ りま

す.ア ップ ロー ドとは,こ こで は,イ ン ター ネ ッ ト経 由で提 出物 を出す こ とだ と言 え ます.

ア ップ ロー ドの 仕方 に つい て,以 下 手順 に沿 っ て説 明 します.

1.図45の よ うに ア ップ ロー ドを指示 され る課 題 が あ ります.提 出す るデー タを完成 さ

せ て上 で,そ れ をア ップ ロー ドします.ま ず,「 参照」 を ク リック して くだ さい.

図45ア ップ ロー ドが必要な課題例

110



2.図46の よ うな,フ ァイル の選択 画面 に移 ります.こ こで,完 成 させ た提 出物 を選 択

します.提 出物 が見 つ か らない場合 は,提 出物 を再度 起動 させ て,場 所 に気 をつ けて

保 存 して くだ さい.図46の 例 で は,提 出物 が 「selfintroduction.docx」 であ り,

これ を1,2の 順 で ク リック しま す.

図46提 出物の選択
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3.図47の よ うに,参 照 ボ タンの横 に提 出物 の場所 が表 示 され ます.そ して,「 この フ

ァイ ル をア ップ ロ.__.ドす る」 をク リック して くだ さい.

図47提 出物 の場所の確認
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4.し ば らくす る と,図48の よ うな画面 が表 示 され ます.こ こで,ア ップ ロー ドは完 了

です.確 認 の た め,「 続 け る」 を ク リック して くだ さい.

図48ア ップ ロー ドの完了
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5.図49の よ うに提 出物 が表 示 され ,ア ップ ロー ドが完 全 に行 われ たか を確認 で きます.

ここで,フ ァイル 名 の後 に × とい う記 号 があ る場合 が あ りま す .こ の場合,ア ップ ロ
ー ド後 に削除す る こ とがで き る とい うことを示 してい ます

.× があ ります が,ア ップ

ロー ドは完 了 して います .

図49ア ップ ロー ドの確認
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2.図51の よ うに,受 験 期 間 内で あれ ば,問 題 を受 験す るか聞 かれ ます.受 験 す るの で

あれ ば,「 問題 を受験 す る」 を ク リック します.

図51賞 駿 期 間の雁認 と賞験 惟認
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3.小 テ ス トが始 ま りま す.図52の 例 で は,多 肢 選択 問題 であ る こ とが確認 で き ます.

問題 形 式 が異 なって い て も,同 じよ うに対応 していれ ば大 丈夫 です.答 え をク リック

して,進 めてい き ます.図52の 例 で は,一 問ず つ答 えを送信 す る こ とが で きます.

もち ろん,最 終 的 にす べ て の答 え を一 括送信 す る こ ともで き ます.

また,時 間制限がある場合 は,残 り時間が画面左肩に表示 されます.残 り時間で,問

題文が読めない場合があ りますが,そ の場合,右 袖 にあるスライ ドバーで微調整す る

ことで読む ことができます.

図52多 肢選択問題の例
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4.答 え を送 信 します.図53で は,「 す べ て を送信 す る」 を ク リックす る ところ です.

他 の選択 肢 と して,「 送信 せず に保 存す る」,「す べ て を送信 して終 了す る」 があ りま

す.そ れ ぞれ,

(ア)「 送信 せ ず に保 存 す る」 では,答 え を提 出せ ず に,保 存 のみ行 い ます.

(イ)「 すべ て を送信 す る」で は,次 の画面 で,正 解 のみ チ ェ ック され ます.こ の場合

は,答 え直す こ とが で きる よ うに設 定 され てい る よ うです.

(ウ)「 すべ て を送信 して終 了す る」 で は,次 の画 面 で,採 点 がな され ます.

言
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5.図54の とお り,す べ て正解 になっ たの で,「 す べ て を送信 して終 了す る」 をク リッ

ク します.な お,す べ て 正解 に な るまです る必 要 はあ りませ ん.ま た,こ のテ ス トは,

正解 す るま で,答 え直 す こ とが許 され てい る場合 です が,そ うで ない場 合 もあ ります.

ご注意 願 い ます.

図54回 答後の送信(最 終)
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6.図55の よ うに,受 験結果が表示 され ます.そ れぞれの問題 に対 しての解説が続きま

す.

図55テ ス トの結果 と解説
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7.解 説 を読 み 終 えれ た後,図56に 示 す 「レビュー を終 了す る」 をク リック します.

図56テ ス ト解説の終了
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8.テ ス ト結 果 の要 約 が表 示 され ます.図57の テ ス トの場 合,試 験 期 間 内で あれ ば,何

度 も受 験す るこ とがで き る場合 があ ります.そ の場合,「 も う一度 受験 す る」 を ク リ

ックすれ ば,再 度受 験す るこ とがで きます.

57テ ス ト の要糸
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6.評 価 の 確 認

提 出物やテス トは,評 価(採 点 されて)を 受けて仮想的に返却(結 果 を見ることができ

るようになること)さ れます.そ れ らの結果をコース ごとに,一 覧表示す ることができま

す.評 価 の確認のための操作 を,以 下の手順に沿って説 明 します.

1.評 価 を確 認 したい コー ス の トップペ ー ジ に移 動 します.例 として図58で は,「 保 健

統 計 演習 」 を ク リック して,こ の コー スの トップペー ジに移動 します.

図58評 価 を確認す るコースを選択
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2.図59に 示す よ うに左 側 の 「管 理 」の 中の 「評 定」 を ク リック します.

図59コ ー スの トップペ ー ジ.管 理 の評 定
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3.評 価 の一 覧が確 認 で きます.図60で は,1つ の小 テス トを受 け,10の 評 点 を受 け て

い る こ とが確 認 で きます.

図60評 価の一覧
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7.サ イ トニ ュ ー ス と コ ー ス の ニ ュ ー ス

ニュース とは,そ の名の通 り 「お知 らせ」です .ニ ュースの中で も,サ イ トニュース とコー

スのニュースに分かれ ます.

サイ トニ ュース とは,ド コカ レのサイ ト(ドコカ レのホームページ全体)自 体の 「お知 らせ 」

を します.例 えば,ド コカ レのホー ムペー ジがメ ンテナ ンス等でお休 みす る時にお知 らせす る

場合 が考え られます.

コー スのニ ュース では,各 コー スにお ける 「お知 らせ 」を します .例 えば,選 択 してい るコ
ー スがお休 みす る時や

,そ の教師が 出張で不在 の時にお知 らせす る場合 が考 え られ ます.

サイ トニ ュー スの見 方 とコー ス のニ ュー ス の見方 を,以 下 の手 順 に沿 って説 明 します.

1.サ イ トニ ュー ス の見方.簡 単 です.ド コカ レの ホー ムペ ー ジに行 く と,図61の とお

り トップに表 示 され てい ます.ト ップ に表示 され てい るこ とか ら分 か る とお り,サ イ

トニ ュー ス では,概 して とて も大切 な こ とが知 らされ ます.

図61サ イ トニ ュー ス
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2.コ ー スの ニ ュー スの見 方.ま ず,選 択 した コー ス を表 示 させ ます.例 えば,図62で

は 「情 報 処理 演 習」 を表 示 させ よ うと してい ます.図62の よ うに 「情報 処理 演 習 」

を ク リック します.

図62マ イ コース か ら選 択 した コー ス を表 示
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3・ コー スの トップペ ー ジに移動 します.図63に もあ る よ うに ,ニ ュー ス フォー ラムが

表 示 され て います.「 ニ ュー ス フォー ラム」 をク リック します.

図63コ ー スの トップペー ジ
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4.ニ ュー スの一 覧 が表 示 され ます.図64で は,ニ ュース が1つ しか あ りませ ん.こ こ

で は,ニ ュー スの タイ トル,ニ ュー ス の発 信者,そ れ に対 す る返信 の数,等 が書 かれ

て あ ります.ニ ュー ス を詳 細 にみ る た めには,タ イ トル を ク リック します.

図64コ ー ス のニ ュー スー 覧の例
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5.図65の よ うに,ニ ュー スの詳 細 が表 示 され ます.

図65コ ー スの ニ ュー スの具体 例
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6。 ここか ら,移 動す るた め には,図66に 示 す赤 い枠 内 のペ ー ジの タイ トル を ク リック

します.例 えば,ド コカ レの トップペ ー ジに移 動す るた めに は ,「 ド認カ レプ ロ ジェ
ク ト」 を ク リック します.

図66ド コカ レサ イ ト内 の移動 の仕 方
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8.掲 示 板

掲示板 とは,気 になる話題 について情報交換 を行 う所です.例 えば,授 業内容について

分か りにくい ところがあれば,「 どうい う意味なの?」 とい うことを,直 接教師に聞 くの

ではなく,他 のメイ トや学生 と一緒 に考えることができるところです.た だ し,す べての

コースにおいて掲示板が用意 されてい るわけではあ りません .掲 示板のあるコースでの

み,利 用 できることにな ります.

掲示板の使 い方 を,以 下の手順 に沿 って説明 します.

1.掲 示板 を利 用 したい コー スの トップペ ージ に移 動 します.図67で は,「 情報 処理 演

習 」 を ク リック して,こ の コー ス の トップペ ー ジ に移 動 します.

図67マ イ コー ス か ら掲 示板 を利 用 した い コー スを選択
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2.図68に 示 す トップペ ー ジに あ る,「.....掲 示 板 」を ク リック します.「 情 報処 理演

習」 の コー スで は,掲 示板 に 「授 業 内容 につ い て気軽 に書 き込む 掲示 板」 とい う名

前 が付 け られ て い る こ とが確認 で きます.

異なる方法 として,次 に示す方法があ ります.コ ースによって,掲 示板のある場所が

分か りに くい場合 があ ります.両 方 の方法 を知 っておいて ください.

図68コ ー ス の トップ画 面.掲 示 板 へ移動
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異 な る方 法 と して,図69に 示 す 「活動 」 の 中の 「フ ォー ラム」 を ク リック します.

図69コ ー ス の トップ画面.掲 示板 に移 動2
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次 に,図70に 示 す 「.....掲 示板 」 を ク リック します.コ ー ス ご とに,掲 示板 の名

前 が異 な ります.注 意 して くだ さい.

図70コ ー ス 内の総合 フォー ラ ムの画 面
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3.掲 示板 のデ ィスカ ッシ ョン トピ ック(話 題)一 覧画面 に移 ります.こ の中 か ら,詳 細

を閲覧 したい トピ ックの タイ トル を ク リック します.図71で は,1つ しか トピック

が ない こ とが確認 でき ます.

図71掲 示 板 のデ ィス カ ッシ ョン トピ ックー 覧画 面

136



4.す る と,図72の よ うに,詳 細 が閲覧 で きます.

図 72 トピックの詳細
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5.次 に,こ の トピ ックの 内容 に返信 をす る方 法 につい て説 明 します .図73の よ うに ト

ピ ックの詳細 を表 示 した上 で,「 返信 」 をク リック します .

図73ト ピ ックへ の返信
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6.返 信す る内容の編集画面に移 りま した.図74の よ うに,メ ッセージ欄に返信 したい

内容を記入 して くだ さい.編 集が終わ りま した ら,画 面を下 にスライ ドさせ てくださ

い.

図74ト ピックへの返信 内容の編集
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7.次 に,図75の よ うに,メ ー ル購 読 をす るか否 か決 めます.「 メール購 読 す る」 を選

択す る と,こ の コー ス に登録 してい る利 用者 に メール で内容 を知 らせ るこ とがで き ま

す.通 常 は,「 メール購 読 す る」 を選択 して問題 な いで し ょう.

図75ト ピ ックの返信 内容 につ い て のメール 購 読
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8.最 後 に,図76に 示 す 「フ ォ._..ラ ム に 投 稿 す る 」 を ク リ ッ ク し ま す.

図76ト ピックについての返信 内容 の投稿
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9.返 信 内容 を確認 します.再 度 編集 を行 いた い場合 は,図77に 示 す ,「 編集 」 をク リ
ック します.な お,投 稿後30分 まで編集 がで きます.「 メール購読 す る」 を選択 し

てい る場合,30分 経 過す る と同時 に,メ ール で 内容 が 送信 され ます .

図77ト ピックについての返信内容の確認
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10.ま た,手 順3の デ ィスカ ッシ ョン トピックの一 覧画 面 を表示 す る と,新 た にデ ィス

カ ッシ ョン トピック を作 成す る こ とが で きます.図78に 示 す 「デ ィス カ ッシ ョン ト

ピ ック を追加 す る」 を ク リック して くだ さい.

図78デ ィスカ ッシ ョン トピックー覧画面.デ ィスカ ッシ ョン トピックを追加
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11.図79に 示す 追加 した トピックの 「題 名 」を記入 します.そ れ 以 降は,手 順6以 降 と

同様 です.

図79新 しいデ ィスカ ッシ ョン トピックの記入
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編集後記

rい っ で も夢 を」

看護 師 のキャ リアデザイ ンがイ メー ジ しに くいの は,そ の職業が よく認 知 され てい る割 に

は,い っ こ うに新 しい ヒー ロー(ヒ ロイ ン)を 身近 に持 つ ことができない職 種であ るこ とにあ

ります.も うその活躍 した時代か ら150年 余 を経 ているに もかかわ らず,未 だ 「ナイチ ンゲ
ー ル」なのです .

流行 作家 とな った海堂尊 がそ の出世第2作 に 「ナイチ ンゲールの沈黙」 を書いて,殺 人者

とな る天使 の よ うな歌姫看護 師 を登場 させ ま したが,こ れ らの登場 人物は典型的なエ ンターテ

イ ンメ ン トの世界の話 に留 まってい ます.現 れ よ,新 しい時代 の ヒロイン看護 師 よ,で す.

昨年,メ イ トさん達が 自己学習の効果 を高 めるた めには 「もっ と自由に!」 とい う観 点 か ら,

逆説 的な 「学習棄却」(unlearning)が 必須 とい うことに触れま した.人 は,組 織に帰属 した行

為 とその成果 との間にギ ャ ップが あった場合 には,既 存の知識 を疑い,こ れ を捨 てて,新 た な

知識 を獲得す る必 要があ るこ とを忘れて はな らない,と い うこ とを述 べたのです.

そ して看護 師の最 も苦手 とし,陥 りやすい学習上の欠陥の も うひ とつ は,自 己改革性 の欠落

で あろ う,と 推 定 されています.な ぜ な ら,臨 床現場 の豊 富な経 験値の蓄積が,ワ ンパ ター ン

の手技 の安 定性 を増 して現象の理解の しやす さを支持す る反面,認 識 を根源 か ら更新す るた め

の思考 を停止 させ てい る可能性があ るのです.こ れが我が国の社会 に根強 く残 る 「日本的集団

主義」には極 めてフィ ッ トした生 き方 であ るため,い つのまにか 自分の言葉 と生 き方 を喪 って

い くのです.看 護 界の中 にこの よ うな 「集団 主義 」の権化 の よ うな方がお られ,「 看護 師 にも

キャ リアデ ザイ ンを」等 と言 うとすれば,何 をかい わんや,で す.

で は,ど うした ら自己実現 のための新 たな 「キャ リアデザイ ン」を獲得 す ることがで きるの

で しょ うか?人 生 に王道 な し,と 言います が,こ れ には,中 立的で豊 富な 「オープ ン/バ ーチ

ャル」な学習環境 に身 をおいて,徐 々に 自分のブ ラッシュ ・ア ップ を図 る しか方法がない,と

私達 は思 います.

私達 のプ ロジェク トは,そ の意 味でいつ で も 「いつで も夢 を」持 つ人の良きパー トナー とな

りうるのではないか,と 考えてお ります.

「ドコカ レ」プ ロジェク ト

編集 担 当者一 同
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付録

執筆者(順 不 同):岡 村典子,橋 本 明浩,永 吉雅 人,吉 山直樹,

岡沢栄子,木 村恵美子,深 山真 司
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付 録Aド コカ レ通信録

ドコカ レプ ロジェ ク トの内容 をメイ トさん達 にお伝 えす るため,「 ドコカ レ通信 」の発 行を

始 めま した.内 容 と して,「 公開講座の情報」,「メイ トさんの参加状 況」,「大学食堂の紹 介」

な ど,多 岐 にわた る話題 を提供 し,メ イ トさんの動機づ けをはかる よ う工夫 しま した.

編集 委員は,ド コカ レ事務 員の木村 さん,岡 沢 さん,そ して大学教員の吉 山先生,岡 村が担

当 しました.

2008年9.月 に第一号,2008年10月 に第二号,第 三号は2008年11月 に作成 し,メ イ トさ

んに郵送 してい ます.

こ うした通信 が,メ イ トさんに情報 を提供 す るだ けの用紙では なく,個 人で取 り組 んでい る

不安 を払拭す る一助 とな ることを期待 し,今 後 も継続 してい く予 定です.

次 頁 よ り,通 信 第一 号か ら第三号まで を添付 します.
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付録Bバ ーチャルカレツジの稼働集計報告

平成21年3.月25日

橋本明浩

平成20年 度 のバーチ ャル カ レッジの稼働集計報告 を し,考 察 を加 える.表 中で学生 とあ る

のは ドコカ レの メイ ト(A,B)を 示 し,ゲ ス トとあるのは一般聴講iである.な お,オ ープ ンカ

レッジにおいて コース では,ゲ ス トユーザ利 用を認 めていないので学生(メ イ ト)だ けの利 用

とな る.

1》居住 地
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2、 臨 廣 絹註里堂

3》看護情報処理セ ミナー



4》看護師の臨床 と 『知』と,看 護師が経験 を積むことの意

味

5)看 護 と栄養管理
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6、 看 講 と 口 陣 り・ア

7》注射法

注射法,体 位転換等のバーチャルカ レッジコンテンツを作成 したが,も っとも最初に作成 し

た注射法だけを示す.

154



8)医 療安全 セ ミナー

考察

メイ トの利用は一回の講義だけでなく,そ の後バーチャルカレッジで再度再復習のために,

授業講義を再度受講 している.ま た欠席 したものなどが,自 分の都合の良い時間(深夜)な どに

利用 していることが集計より判明 した.
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ffCド コ カ レ ■作 状 況 の報 告

橋本明澹

2009年1月1日 か ら同年3月30日8:30ま での ドコカ レ操作状況 の報告 をす る.

月別 ゲス トユーザ利 用者数(2009年)

2009年1月1日 か ら2009年3月30日830ま で
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日IJゲ ス トユ ー ザ の1'圭2009

対象はWEBで の事前了解の契約があるとみなすことができる匿名ゲス トユーザである.

概要

1)着 実 に月 ご とにユーザが増加 している,

2)平 日 ・夜 間に見 る人 が多い,

3)コ ース概要 をみてか ら→ ドコカ レとは→使用法→授業 とい うよ うな流れ,

であるこ とがわかる.
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付録D追 加事 業分 と外部資金 の コラボ レー・シ ョン

幽
橋本 ・永吉 ・深 山 ・吉山

非常勤職員 による電話相談事業

非常勤職員(週40時 間)に よる電話,相 談事業 をお こなった.電 話相談 内容 は学内Blog

によ り,日 々の活動状況,相 談 内容,対 応 を記述 して全体的傾 向が把握 で きる よ うに した.

本学で は非常勤職員 に関 しては外線直通電話 の利用 を使用 していない ことか ら,VbIP機 能

MediationServerに よる電話 とした.

これ らの機能 は授業で使用す る双方 向映像配信サーバ(既 存)を 有効活用 し,Voiceゲ ー ト

ウエー(既 存)の 追加だ けで実現 している.加 えて,VolP機 能MediationServerお よび

Gatewayは マイ クロ ソフ ト株式会社(本 社151-8583東 京都渋谷 区代 々木2-2-1小 田急サザ

ンタワー)の パイ ロ ッ トプ ロジェク トに応募 し,機 器及 び設定費用等の格別 の便宜 を図ってい

ただいた ので特別な経費 は必要 としてい ない.

電話相談業務は年度末の3週 間実施 し,数 件の相談等を うけその記録 を学内相談情報共有

サーバに記録 し,今 後の進め方等の糧 としたい.個 別の電話相談事業は様々な環境を抱える潜

在看護師にとって有益なことであるが,わ ずかな期間しか実施できずに残念であったことも付

記 しておく.

図80電 話相談(追加事業分)の概念図
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付録Eイ ンター ネ ッ トを活用 したネ ッ トワー ク協

調 型CBTの 試 作 と問題点

橋 本明浩1,永 吉雅人1,深 山真 司1,吉 山直樹1

1)は じめ に

本報告ではイ ンターネ ッ トを基盤 としたCBT(ComputerBasedTest,以 下CBT)に ついて報告

す る.CBTは 本事業 の一部をなすOSCE(ObjectiveStructuredClinicalExamination)と とも

に重要 な看護 ・医学教育の両翼で ある とも考 え られて いる.そ こで本事業 で構 築 したバー チャ

ルカ レッジシステ ムのTEST機 能 を活用 しつつ,作 業 の合 間の時 間を有効活用 して副産物 的で

は あるが,CBTの 試 作を行 なったので,そ の手法 と結果,問 題点等 を報告す る.
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図81Moodleネ ッ トワ ー ク 図
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